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・共
同

設
置

され
た

内
部

組
織

は
、各

普
通

地
方

公
共

団
体

の
共

通
の

内
部

組
織

とし
て

の
性

格
を

有
し、

共
同

設
置

した
内

部
組

織
に

よ
る

管
理

・執
行

の
効

果
は

、普
通

関
係

地
方

公
共

団
体

が
自

ら行
った

こと
と同

様
に

、そ
れ

ぞ
れ

の
普

通
地

方
公

共
団

体
に

帰
属

す
る

。
・職

員
は

、規
約

で
定

め
る

普
通

地
方

公
共

団
体

の
長

が
選

任
し

、当
該

普
通

地
方

公
共

団
体

の
職

員
とみ

な
され

る
（

地
方

自
治

法
第

25
2

条
の

13
（

第
25

2
条

の
９

第
５

項
準

用
）

）
。

地
方

自
治

法
に

基
づ

く事
務

の
代

替
執

行

・Ｂ
町

の
求

め
に

応
じて

、協
議

に
よ

り規
約

を
定

め
、Ｂ

町
の

事
務

の
一

部
の

管
理

執
行

を
、A

市
が

、B
町

の
名

に
お

い
て

管
理

し及
び

執
行

す
る

も
の

（
地

方
自

治
法

第
25

2
条

の
16

の
２

第
１

項
）

 。
・Ｂ

町
が

Ａ
市

に
事

務
を

代
替

執
行

させ
る

こと
に

よ
り、

事
務

を
任

せ
た

Ｂ
町

が
、自

ら当
該

事
務

を
管

理
執

行
した

場
合

と同
様

の
効

果
を

生
ず

る
。

・当
該

事
務

に
つ

い
て

の
法

令
上

の
責

任
は

事
務

を
任

せ
た

Ｂ
町

に
帰

属
した

ま
ま

で
あ

り、
当

該
事

務
を

管
理

執
行

す
る

権
限

の
移

動
も

伴
わ

な
い

（
地

方
自

治
法

第
25

2
条

の
16

の
４

）
 。

私
法

上
の

委
託

に
よ

る
他

団
体

の
職

員
の

活
用

・Ａ
市

とＢ
町

が
私

法
上

の
委

託
契

約
を

締
結

す
る

こと
に

よ
り、

A
市

の
職

員
が

Ａ
市

の
事

務
とし

て
B

町
の

事
務

に
係

る
受

託
事

務
を

処
理

。

（
出

典
）

総
務

省
「第

32
次

地
方

制
度

調
査

会
第

29
回

専
門

小
委

員
会

広
域

連
携

に
つ

い
て

（
参

考
資

料
）
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技
術
系
公
務
員
の
共
同
採
用

奈
良
県
で
は
、
「
奈
良
県
・
市
町
村
土
木
職
員
採
用
共
同
試
験
」
と
し
て
、
県
内
の
小
規
模
自
治
体
と
共

同
で

第
１

次
試
験

を
実
施

し
て

お
り
、

受
験
者

に
は
第

１
志

望
か

ら
最

大
で

第
３

志
望
ま

で
希
望

先
の
自

治
体
を
記
入
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
第
２
次
試
験
に
つ
い
て
は
各
自
治
体
が
個
別
に
実
施
し
て
い
る
。
小
規

模
自

治
体

単
独
で

は
土
木

職
や

技
術
職

の
採
用

活
動
を

進
め

て
も

、
応

募
者

が
少

な
い
こ

と
が
背

景
と
し

て
あ
り
、
令
和
３
年
度
に
は
奈
良
県
、
宇

陀
市
、
山
添
村
、
田
原
本
町
、
上
牧
町
、
大
淀
町
、
野
迫

川
村

、

下
北
山
村
が
参
加
し
て
い
る
。

 

 

技
術
系
公
務
員
の
情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み

広
島
広
域
都
市
圏
に
お
い
て
は
、
広
島
市
を
中
心
と
し
て
、
土
木
職
、
建
築
職
、
電
気
職
、
機
械
職
、
化

学
職
な
ど
専
門
性
の
高
い
自
治
体
退
職
者
・
定
年
退
職
予
定
者
の
情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み
が
存
在
す
る
。

な
お
、
採
用
・
雇
用
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
自
治
体
が
単
独
に
て
行
う
こ
と
と
な
る
。

 

 

自
治
体
に
お
け
る
情
報
分
野
の
人
材
に
係
る
現
状
（
補
足
調
査
）

情
報
以
外
の
分
野
に
お
け
る
人
材
確
保
の
取
組
事
例

専
門
性

を
有
す

る
人
材

を
公

務
員
と

し
て
確

保
す
る

た
め

に
、
採

用
や
待

遇
に
お

い
て

対
応
し

て
い
る

事
例
と
し
て
、
情
報
分
野
以
外
か
ら
、
技
術
系
公
務
員
を
対
象
と
し
た
共
同
活
用
・
共
同
採
用
、
教
職
員
給

与
に
対
す
る
教
職
調
整
額
の
上
乗
せ
、
国
家
公
務
員
制
度
に
つ
い
て
整
理
し
た
上
で
、
自
治
体
に
お
け
る
情

報
分
野
の
人
材
戦
略
へ
の
応
用
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 

 

技
術
系
公
務
員
の
共
同
活
用

総
務
省
「
第

次
地
方
制
度
調
査
会
第

回
専
門
小
委
員
会

広
域
連
携
に
つ
い
て
（
参
考
資
料
）
」

に
よ
る
と
、
下
記
「
職
務
命
令
に
よ
る
事
務
従
事
」
、「

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
職
員
派
遣
」
、「

地
方
自
治
法

に
基
づ
く
内
部
組
織
等
の
共
同

設
置
」
、「

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
事
務
の
代
替
執
行
」
、「

私
法
上
の
委
託
に

よ
る
他
団
体
の
職
員
の
活
用
」
の
５
パ
タ
ー
ン
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
資
料
に
よ
る
と
、
「
職
務
命
令
に

よ
る
事
務
従
事
」
、「

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
職
員
派
遣
」
に
つ
い
て
は
災
害
時
に
お
い
て
被
災
自
治
体
に
職

員
を
派
遣
す
る
場
合
等
、
「
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
内
部
組
織
等
の
共
同
設
置
」
に
つ
い
て
は
一
部
事
務
組

合
の
設
置
、「

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
事
務
の
代
替
執
行
」
に
つ
い
て
は
専
門
性
の
高
い
業
務
を
市
町
村
に

代
わ
り
県
が
代
替
執
行
す
る
場
合
、「

私
法
上
の
委
託
に
よ
る
他
団
体
の
職
員
の
活
用
」
に
つ
い
て
は
連
携

中
枢

都
市

圏
の
中

心
市
が

公
共

施
設
の

現
況
視

察
及
び

長
期

修
繕
計

画
の
作

成
を
受

託
す

る
場
合

に
お
い

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

 

図
表

職
員
の
共
同
活
用
に
係
る
現
行
法
制
上
の
取
扱
い

制
度
の
概
要

職
務
命
令
に

よ
る
事
務
従

事

・A
市
の
職
務
命
令
に
基
づ
き
、A

市
の
事

務
とし
て
A
市
の
職
員
が
B
町
の
事
務
を

支
援
す
る
も
の
。

・A
市
が
給
与
を
負
担
し、

A
市
の
身
分
取
扱
い
に
よ
る
こと
とな

る
。

地
方
自
治
法

に
基
づ
く職

員
派
遣

・B
町
の
求
め
に
応
じて

、A
市
が
A
市
職

員
を
B
町
に
派
遣
（
地
方
自
治
法
第

25
2
条
の
17

第
１
項
）
。

・派
遣
され

た
職
員
は
、A

市
職
員
の
身
分
を
保
有
しな

が
ら同

時
に
B
町
の
職
員
の
身
分
を
併
有

（
地
方
自
治
法
第
25
2
条
の
17

第
２
項
）
。

・派
遣
され

た
職
員
の
給
料
は
、Ｂ

町
が
負
担
（
地
方
自
治
法
第
25
2
条
の
17

第
２
項
）
。

地
方
自
治
法

に
基
づ
く内

部
組
織
等
の
共

同
設
置

・普
通
地
方
公
共
団
体
間
が
協
議
に
よ
り

規
約
を
定
め
、内

部
組
織
等
を
共
同
し
て

設
置
す
る
も
の
（
地
方
自
治
法
第

25
2

条
の
７
第
１
項
）
。
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給
特
法
制
定
の
背
景

昭
和

年
の
公
務
員
の
給
与
制
度
改
革
に
よ
り
、
１
週
間
の
拘
束
時
間
の
長
短
に
応
じ
た
給
与
を
支
給

す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
教
員
の
給
与
は
、
勤
務
の
特
殊
性
か
ら
、
１
週

時
間
以
上
勤
務
す
る
も
の
と

し
て
、
一
般
公
務
員
よ
り
一
割
程
度
高
い
俸
給
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
教
員
に
対
し
て

超
過
勤
務
手
当
は
支
給
さ
れ
ず
、
文
部
省
（
現
：
文
部
科
学
省
）
で
は
、
超
過
勤
務
を
命
じ
な
い
よ
う
指
導

し
て
き
た
。

 
・「

教
員

の
勤

務
時

間
に

つ
い

て
」（

昭
和

24
年

2
月

5
日

発
学

第
46

号
文

部
事

務
次

官
通

達
）

（
抄

）
 三

超
過

勤
務

に
つ

い
て

 (
1)

勤
務

の
態

様
が

区
々

で
学

校
外

で
勤

務
す

る
場

合
等

は
学

校
の

長
が

監
督

す
る

こと
は

実
際

上
困

難
で

あ
る

の
で

原
則

とし
て

超
過

勤
務

は
命

じな
い

こと
。 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

○
しか

しな
が

ら、
昭

和
32

年
に

等
級

別
の

給
与

体
系

に
移

り、
それ

以
後

この
等

級
別

俸
給

表
が

毎
年

改
訂

され
、併

せ
て

俸
給

表
の

構
成

も
種

々
改

正
され

る
過

程
で

、従
前

の
教

員
給

与
の

有
利

性
が

必
ず

しも
明

確
で

は
な

くな
って

お
り、

人
材

確
保

等
の

た
め

、教
員

給
与

に
つ

い
て

待
遇

の
改

善
が

求
め

られ
て

い
た

。
 

し
か
し
、
こ
の
指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
態
に
お
い
て
は
、
な
お
教
員
が
時
間
外
に
わ
た
っ
て
仕
事
を

行
う

こ
と

が
認
め

ら
れ
、

一
方

教
員
の

給
与
制

度
は
そ

の
後

幾
多

の
変

遷
を

経
る

こ
と
と

な
っ
た

こ
と
か

ら
、
教
員
に
か
か
る
時
間
外
勤
務
と
そ
れ
に
対
す
る
給
与
上
の
措
置
に
つ
い
て
理
解
が
分
か
れ
、
そ
の
結
果
、

超
過
勤
務
手
当
の
支
給
を
求
め
る
い
わ
ゆ
る
「
超
勤
訴
訟
」
が
全
国
一
斉
に
提
起
さ
れ
た

51
。

 

こ
れ

ら
の
訴

訟
の
判

決
で

は
、

教
員

に
超

過
勤
務

を
認

め
る

こ
と

は
そ

の
労

働
の

性
質
と

相
容

れ
な

い

も
の

で
は
な
く

、
超
過
勤
務
に
対

し
て
は
、

超
過
勤
務
手
当
を

支
給
す
べ

き
と
い
う
も
の
も

み
ら
れ
た

52
。

 

 

特
給
法
制
定
の
経
緯

昭
和

年
度
で
は
教
職
員
の
勤
務
状
況
の
実
態
調
査
が
行
わ
れ
、
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
超
過

勤
務
手
当
に
代
え
て
勤
務
時
間
の
外
を
評
価
し
た
教
職
特
別
手
当
を
支
給
す
べ
く
昭
和

年
に
「
教
育
公

務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
国
会
へ
提
出
し
た
が
、
廃
案
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

昭
和

年
２
月
の
人
事
院
の
意
見
の
申
出
を
受
け
て
、
文
部
省
は
教
員
の
勤
務
に
つ
い
て
勤
務
時
間
内
外

を
区
別
せ
ず
、
包
括
的
に
再
評
価
す
る
教
職
調
整
額
を
支
給
し
、
超
過
勤
務
手
当
制
度
を
適
用
し
な
い
こ
と

と
す
る
「
国
立
及
び
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
」
を
作

成
し
、
同
年
５
月
に
成
立
し
た
。

 

そ
の
後
、「

学
校
教
育
の
水
準
の
維
持
向
上
の
た
め
の
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
育
職
員
の
人
材
確
保
に
関
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 文
部

科
学

省
ウ

エ
ブ

サ
イ
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「

資
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1
昭

和
46

年
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特
法

制
定

の
背

景
及

び
制

定
ま

で
の
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緯
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つ
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て

」
を

参
照

の
上

再
整

理
し

た
。
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51
 北

海
道

（
昭

和
43

年
7
月

30
日
）、

鳥
取

県
（

昭
和

43
年

6
月

20
日

）
な

ど
。

 
52

 時
間

外
勤

務
手

当
等

請
求

事
件

（
昭

和
四

七
年

四
月

六
日

最
高

裁
第

一
小

法
廷

判
決

）
や

時
間

外
勤

務
手

当
請

求
事

件

（
昭

和
四

七
年

一
二

月
二

六
日

最
高

裁
第

三
小

法
廷

判
決

）
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

る
。
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ブ
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特
法

制
定

の
背

景
及

び
制

定
ま

で
の

経
緯

に
つ

い
て

」
を

参
照

の
上

再
整

理
し

た
。
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図
表

広
島
広
域
都
市
圏
に
お
け
る
退
職
者
の
情
報
共
有
事
例
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本
調
査
へ
の
示
唆

技
術
系

公
務
員

を
対
象

と
し

た
前
述

の
取
組

を
情
報

分
野

に
お
い

て
実
施

し
よ
う

と
し

た
場
合

に
は
、

下
記
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

ま
ず
、
職
員
の
共
同
活
用
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
形
態
に
お
い
て
も
、
共
済
年
金
や
退
職
金
積
立
な
ど

の
点
か
ら
、
中
心
と
な
っ
て
人
材
を
採
用
す
る
自
治
体
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
情
報
分
野
に
お
い

て
は

い
ず

れ
の
自

治
体
、

民
間

も
含
め

た
業
界

全
体
に

お
い

て
人

材
不

足
が

顕
在
化

し
て

い
る
状

況
で
あ

り
、
中
心
と
な
る
自
治
体
か
ら
他
自
治
体
へ
共
有
で
き
る
リ
ソ
ー
ス
が
限
ら
れ
る
。
ま
た
、
各
自
治
体
が
同

時
に
繁
忙
と
な
っ
た
場
合
に
、
１
人
の
人
材
を
巡
っ
て
取
り
合
い
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

 

そ
し
て
情
報
共
有
に
つ
い
て
、
自
治
体
に
お
い
て
実
績
を
挙
げ
た

CI
O

補
佐
官
な
ど
外
部
人
材
に
対
し

て
は

任
期

の
終
了

が
近
づ

く
に

つ
れ
、

他
自
治

体
か
ら

ヘ
ッ

ド
ハ

ン
テ

ィ
ン

グ
の
オ

フ
ァ

ー
が
届

く
状
況

で
あ
り
、
人
材
の
情
報
を
プ
ー
ル
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
み
ら
れ
る
。

 

上
記

に
よ
り

、
人
材

確
保

に
お

い
て

自
治

体
間
で

連
携

し
て

取
組

を
実

施
す

る
こ

と
に
は

高
い

ハ
ー

ド

ル
が
あ
る
と
み
ら
れ
、
自
治
体
単
独
で
フ
ル
タ
イ
ム
の
人
材
を
雇
用
す
る
こ
と
が
難
し
い

場
合
に
は
、
民
間

と
自
治
体
間
で
の
共
有
、
い
わ
ゆ
る
副
業
人
材
の
活
用
も
含
め
て
検
討
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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た
俸
給
の
設
定
）
は
、
あ
ま
り
に
も
精
緻
・
複
雑
す
ぎ
る
た
め
実
現
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
現
行
法
で
は
削

除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

 

こ
う
し
た
な
か
で
、
職
階
制
に
代
わ
る
機
能
は
「
給
与
制
度
」
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。
給
与
制
度
は
そ
の

運
用
を
学
歴
・
資
格
及
び
勤
続
年
数
で
行
う
も
の
で
、
６
級
職
採
用
試
験
（
昭
和

年
か
ら
上
級
甲
試
験

に
、
さ
ら
に
昭
和

年
か
ら
Ⅰ
種
採
用
試
験
に
改
定
）
は
、
幹
部
候
補
生
（
キ
ャ
リ
ア
）
を
選
別
す
る
た

め
の
試
験
と
し
て
運
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
特
に
成
績
が
優
秀
な
職
員
の
昇
格
は
、
通
常
定
め
ら
れ
た
年
数

の
８
割
で
認
め
る
と
い
う
「
８
割
昇
格
」
に
よ
り
ス
ピ
ー
ド
昇
進
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

こ
の
た
め
、
人
事
院
「
平
成

年
度
年
次
報
告
書
」
に
よ
る
と
、「

キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
は
国
家
公
務
員

法
上

の
制

度
と
し

て
位
置

づ
け

ら
れ
た

も
の
で

は
な
く

、
各

府
省

の
運

用
と

し
て
事

実
上

行
わ
れ

て
き
て

い
る
も
の
」
と
評
価
し
て
い
る
。

 

 

国
家
公
務
員
専
門
職

国
家
公
務
員
専
門
職
は
、
国
家
公
務
員
法
第

条
の
２
の
採
用
試
験
の
説
明
の
な
か
に
「
特
定
の
行

政
分
野
に
応
じ
て
一
定
の
範
囲
の
知
識
等
を
有
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
ご
と
に
、
受
験
者
が

同
号
に
掲
げ
る
官
職
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階
の
標
準
的
な
官
職
に
係
る
標
準
職
務
遂
行
能
力
及
び
同
号

に
掲
げ
る
官
職
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

 

国
家
公
務
員
専
門
職
は
、
前
述
の
６
級
職
採
用
試
験
が
開
始
さ
れ
た
昭
和

年
よ
り
「
外
交
官
領
事

官
」
、
そ
の
翌
年
に
は
「
労
働
基
準
監
督
官
」
の
採
用
試
験
が
開
始
さ
れ
た
。

 

 

本
調
査
へ
の
示
唆

国
家
公
務
員
制
度
は
試
験
区
分
等
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
給
与
制
度
の
中
に
「
８
割
昇
格
」
と
い
う
運
用
上

の
違
い
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
俸
給
の
違
い
が
出
る
と
い
う
運
用
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
地
方
公
務
員

に
お
い
て
、
現
状
「
キ
ャ
リ
ア
」
制
度
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
採
用
試
験
下
の
情
報
の
区
分
に
お
い

て
、
こ
の
方
法
が
採
用
で
き
る
か
が
課
題
と
な
る
が
、
当
該
職
の
み
の
職
位
を
地
方
公
務
員
に
お
い
て
優
遇

す
る
運
用
は
現
実
的
に
考
え
に
く
い
。

 

 
 

す
る
特
別
措
置
法
」
（
以
下
、
人
材
確
保
法
）
に
よ
っ
て
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
教
育
職
員
に
つ
い

て
待
遇
改
善
を
も
っ
て
人
材
確
保
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る

54
。

 

 

本
調
査
へ
の
示
唆

地
方
自

治
法
等

で
定
め

ら
れ

た
教
職

員
給
与

に
対
し

て
、

教
職
調

整
額
と

し
て
上

乗
せ

し
て
支

払
う
仕

組
み
自
体
は
、
情
報
人
材
の
確
保
の
た
め
の
待
遇
改
善
に
寄
与
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
参
考
に
な
る
。
令
和

2
年
度
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、
一
般
行
政
職
（
全
地
方
公
共
団
体
）
に
対
し
て

小
・
中
学
校
教
育
職
（
都
道
府
県
）
は
給

与
水
準
が
全
職
員
平
均
値
で

倍
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
給

特
法
に
お
け
る
４
％
以
上
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

 

た
だ
し
、
超
過
勤
務
へ
の
給
与
上
の
措
置
か
ら
制
度
改
正
に
至
っ
た
経
緯
は
、
必
ず
し
も
人
材
確
保
の
観

点
と
は
異
な
る
こ
と
や
、
人
材
確
保
法
も
理
念
法
に
と
ど
ま
る
こ
と
、
時
間
外
勤
務
手
当
及
び
休
日
勤
務
手

当
が

支
払

わ
れ
な

い
こ
と

は
、

他
の
地

方
公
務

員
と
と

も
に

職
務

に
あ

た
る

者
で
あ

る
た

め
援
用

し
に
く

い
こ
と
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

 

 

国
家
公
務
員
制
度
に
お
け
る
国
家
公
務
員
総
合
職
や
専
門
職
の
設
定

国
家
公
務
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
職
位
（
国
家
公
務
員
総
合
職
―
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
リ
ア
―
や
専
門

職
）
に
お
い
て
、
そ
の
他
一
般
の
職
位
と
は
異
な
る
待
遇
が
供
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
情
報
人
材
の
確
保

に
向
け
、
制
度
的
に
取
り
得
る
施
策
を
検
討
す
る
観
点
か
ら
参
照
し
た
い
。

 

 

国
家
公
務
員
制
度

現
在
の
国
家
公
務
員
制
度
は
、
連
合
国
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（

G
H

Q
）
に
よ
っ
て
「
天
皇
の
官
吏
」
か

ら
「
全
体
の
奉
仕
者
」（

日
本
国
憲
法
第

条
55
）
と
し
て
、
公
務
員
へ
と
転
換
さ
れ
て
作
ら
れ
た
制
度
と

な
っ
て
い
る
。
参
議
院
内
閣
委
員
会
調
査
室
・
櫻
井
敏
雄
氏

56
に
よ
る
と
、

G
H

Q
が
新
た
な
公
務
員
制
度
と

し
て
導
入
し
た
の
が
、
米
国
式
の
科
学
的
人
事
管
理
制
度
で
あ
る
「
職
階
制
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

米
国

の
ス

ペ
シ
ャ

リ
ス
ト

型
の

人
事
制

度
は
日

本
の
ゼ

ネ
ラ

リ
ス

ト
型

の
人

事
制

度
と
は

な
じ
ま

な
か
っ

た
た
め
、
国
家
公
務
員
法
第

条
第
２
項
（
人
事
院
は
職
階
制
を
立
案
す
る
）
や
第
３
項
（
職
階
に
応
じ

 
54

 「
学

校
教

育
の

水
準

の
維

持
向

上
の

た
め

の
義

務
教

育
諸

学
校

の
教

育
職

員
の

人
材

確
保

に
関

す
る

特
別

措
置

法
」（

昭

和
四

十
九

年
法

律
第

二
号

）
 

ht
tp

s:/
/e

la
w

s.e
-g

ov
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o.
jp

/d
oc
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en

t?
la

w
id
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27
A

C0
00

00
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6（

20
22

年
1
月

17
日

確
認

）
 

55
 日

本
国

憲
法

第
十

五
条

公
務

員
を

選
定

し
、

及
び

こ
れ

を
罷

免
す

る
こ

と
は

、
国

民
固

有
の

権
利

で
あ

る
。

 
②

す
べ

て
公

務
員

は
、

全
体

の
奉

仕
者

で
あ

つ
て

、
一

部
の

奉
仕

者
で

は
な

い
。

 
③

公
務

員
の

選
挙

に
つ

い
て

は
、

成
年

者
に

よ
る

普
通

選
挙

を
保

障
す

る
。

 
④

す
べ

て
選

挙
に

お
け

る
投

票
の

秘
密

は
、

こ
れ

を
侵

し
て

は
な

ら
な

い
。

選
挙

人
は

、
そ

の
選

択
に

関
し

公
的

に
も

私
的

に
も

責
任

を
問

は
れ

な
い

。
 

56
 櫻

井
敏

雄
「

公
務

員
制

度
改

革
の

経
緯

と
今

後
の

展
望

」
 

ht
tp

s:/
/w

w
w.

sa
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.g
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/b
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df

/2
00

80
11
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03

.p
df
（

20
22

年
1
月

17
日

確
認

）
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多
摩

・
島

し
ょ

自
治

体
の

現
状

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
集

計
結

果
（

多
摩

・
島

し
ょ

自
治

体
向

け
）

問
1

貴
団

体
に

お
け

る
正

規
職

員
数

・
情

報
化

に
係

る
要

員
人

数
を

お
書

き
く

だ
さ

い
。

 （
20

21
年

４
月

１
日

時
点

で
ご

回
答

く
だ

さ
い

）
（
省
略
）

 
 問

２
IC

T
活

用
に

対
し

て
お

持
ち

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
、

当
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

合
計

既
存
の
住
民

サ
ー
ビス

を
改
善
で
き
る

住
民
に
新
し

い
サ
ー
ビス

を
創
出
で
き
る

職
員
の
働
き

や
す
さが

向
上
す
る

庁
内
業
務
を

効
率
化
で
き

る
その

他
特
に
イメ

ー
ジ

は
な
い

扱
い
に
くい

無
回
答

 問
３

IC
T

活
用

の
推

進
体

制
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中

で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る

が
、取

り組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
ら

ず
、取

り組
む
予
定
も
な
い

無
回

答
自
治
体
とし
て
の

取
組
方
針
作
成

取
組
の
実
施
体

制
の
整
備

状
況
把
握
・分

析

施
策
立
案

取
組
状
況
の
振
り

返
り・
評
価

 問
４

IC
T

活
用

に
か

か
る

人
材

面
で

の
課

題
に

つ
い

て
、

当
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。 合
計

組
織
体
制

（
・

補
佐
官
等
を

設
置
し、

各
部

局
をマ

ネ
ジ
メン

トで
き
る体

制
の
こと
）
の
確

立

デ
ジ
タル

に
係
る

専
門
知

識
を
有

す
る
外

部
人
材

の
確
保

情
報
主

管
課
職

員
の
確

保

情
報
主

管
課
職

員
の
育

成

情
報
主

管
課
以

外
の
部

署
の
職

員
の
育

成

外
部
人

材
を
確

保
す
るた

め
の
財

源
の
確

保

その
他

課
題
の

検
討
ま

で
至
って

い
な
い

特
に
課

題
は
な

い
無
回
答

 問
５

外
部

人
材

の
任

用
・

確
保

の
形

態
に

つ
い

て
、

実
施

し
て

い
る

も
の

す
べ

て
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

任
期

付
職

員
（

フ
ル

タ
イ

ム
）

と
し

て
任

用
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
し

て
い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

 

図
表

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
変
遷

 

（
出
典
）
人
事
院
「令

和
元
年
度

年
次
報
告
書

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
変
遷
」
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 問
6

（
問
５
で
お
聞
き
し
た
外
部
人
材
の
任
用
・
確
保
の
形
態
で
、「

過
去
実
施
し
て
い
た
が
、
現
在
は
実
施

し
て
い
な
い
」
形
態
が
あ
る
場
合
）
当
該
形
態
で
の
実
施
を
や
め
た
理
由
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
省
略
）

 

問
7

外
部
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、
実
施
し
て
い
る
も
の
す
べ
て
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

人
材
の
自
治
体
間
連
携
。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予
定

で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り

組
む
予
定
も
な
い

無
回
答

 

副
業
・
兼
業
人
材
の
確
保
。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予
定

で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り

組
む
予
定
も
な
い

無
回
答

39
2

0
9

11
17

0
10
0.
0

5.
1

0.
0

23
.1

28
.2

43
.6

0.
0

 

地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
の
活
用
。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予
定

で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り

組
む
予
定
も
な
い

無
回
答

39
5

0
11

14
10

0
10
0.
0

12
.8

0.
0

28
.2

35
.9

25
.6

0.
0

 

デ
ジ
タ
ル
専
門
人
材
派
遣
制
度
の
活
用
。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予
定

で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り

組
む
予
定
も
な
い

無
回
答

39
1

0
13

13
12

0
10
0.
0

2.
6

0.
0

33
.3

33
.3

30
.8

0.
0

 

テ
レ
ワ
ー
ク
の
許
可
。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予
定

で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り

組
む
予
定
も
な
い

無
回
答

39
5

2
10

13
9

0
10
0.
0

12
.8

5.
1

25
.6

33
.3

23
.1

0.
0

 

フ
レ
ッ
ク
ス
制
の
導
入
。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予
定

で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り

組
む
予
定
も
な
い

無
回
答

任
期
付
短
時
間
職
員
と
し
て
任
用
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

39
0

0
4

35
0

10
0.
0

0.
0

0.
0

10
.3

89
.7

0.
0

 

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
任
用
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

39
1

0
5

33
0

10
0.
0

2.
6

0.
0

12
.8

84
.6

0.
0

 

特
別
職
非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

39
4

0
4

31
0

10
0.
0

10
.3

0.
0

10
.3

79
.5

0.
0

 

民
間
企
業
等
か
ら
研
修
生
と
し
て
受
入
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

39
0

0
1

38
0

10
0.
0

0.
0

0.
0

2.
6

97
.4

0.
0

 

企
業
へ
の
外
部
委
託
で
常
駐
要
員
を
確
保
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

39
2

0
4

33
0

10
0.
0

5.
1

0.
0

10
.3

84
.6

0.
0

 ７
)企

業
へ
の
外
部
委
託
で
要
員
（
常
駐
で
は
な
い
）
を
確
保
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

39
2

0
7

30
0

10
0.
0

5.
1

0.
0

17
.9

76
.9

0.
0

 ８
)そ

の
他
団
体
・
個
人
へ
の
外
部
委
託
で
要
員
を
確
保
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

39
1

0
7

31
0

10
0.
0

2.
6

0.
0

17
.9

79
.5

0.
0
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問
15

外
部
人
材
確
保
に
あ
た
っ
て
の
課
題
に
つ
い
て
、当

て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

合
計

人
材

を
見

つ
け

られ
な

い

適
切

な
報

酬
・

給
与

が
支

払
え

な
い

働
き

方
な

どの
勤

務
条

件
が

折
り合

わ
な

い

前
職

や
（

副
業

・
兼

業
の

場
合

）
民

間
で

の
勤

務
先

な
ど、

特
定

事
業

者
との

利
害

関
係

に
発

展
しな

い
か

心
配

内
部

規
則

等
、民

間
と

は
異

な
る

ル
ー

ル
を

踏
ま

え
て

業
務

遂
行

して
も

らう
の

が
難

しい

外
部

人
材

採
用

に
よる

効
果

が
分

か
ら

な
い

外
部

人
材

に
任

せ
る

業
務

の
整

理
が

難
し

い

外
部

人
材

の
評

価
が

難
し

い

庁
内

の
合

意
形

成
が

難
し

い

一
度

人
材

を
確

保
し

て
も、

す
ぐに

辞
め

て
しま

う

その 他

課 題 は な い

無 回 答

 問
16

-1
採
用
さ
れ
て
い
る
外
部
人
材
の
人
数
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。（

現
在
採
用
さ
れ
て
い
る
人
数
）

（
省
略
）

 
 問
16

-2
採
用
さ
れ
て
い
る
外
部
人
材
の
人
数
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。（
直
近
５
年
で
採
用
さ
れ
た
延
べ
人
数
）

（
省
略
）

 
 問
17

採
用
さ
れ
て
い
る
外
部
人
材
の
立
場
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
１
つ
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

問
12

（
外

部
人

材
を

確
保

す
る

場
合

の
立

場
）

の
回

答
と

同
じ

CI
O

（
名

称
に

か
か

わ
らず

、情
報

シ
ス

テ
ム

全
体

を
統

括
し、

全
庁

的
な

マ
ネ

ジ
メン

トを
実

施
す

る
者

）

CI
O

補
佐

官
（

名
称

に
か

か
わ

らず
、

業
務

分
析

手
法

、情
報

シ
ス

テ
ム

技
術

等
に

関
す

る専
門

的
な

知
識

・経
験

に
より

CI
O

及
び

各
所

管
部

門
の

長
〔業

務
改

革
関

係
部

門
、情

報
シ

ス
テ

ム
統

括
部

門
〕に

 対
す

る
支

援
・助

言
等

を
行

うこ
との

で
き

る
者

）

CI
O

、C
IO

補
佐

官
以

外
の

部
局

長
級

の
役

職

CI
O

、
CI

O
補

佐
官

以
外

の
課

長
級

の
役

職

その
他

2
0

2
0

1
4

22
.2

0.
0

22
.2

0.
0

11
.1

44
.4

 問
18

採
用
さ
れ
て
い
る
外
部
人
材
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
１
つ
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

問
（

外
部

人
材

を確
保

す
る

場
合

の
働

き方
）

の
回

答
と同

じ
週

５
日

週
２

～
３

日
週

１
回

程
度

月
２

～
３

回
程

度
月

１
回

以
上

月
１

回
未

満

 問
19

外
部
人
材
が
副
業
・
兼
業
人
材
で
あ
る
か
ど
う
か
、
該
当
す
る
も
の
１
つ
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

副
業

・兼
業

人
材

で
あ

る
副

業
・兼

業
人

材
で

は
な

い

 問
20

外
部
人
材
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
省
略
）

 
 問
21

外
部
人
材
の
採
用
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
省
略
）

 

問
8

（
問
７
で
「
人
材
の
自
治
体
間
連
携
」
を
「
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
し
た
自
治
体
の
み
）
連
携
先
の
自
治

体
と
連
携
内
容
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
省
略
）

 
問
9-
1

そ
の
他
、
外
部
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
取
組
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
省
略
）

 
 問
9-
2

そ
の
他
、
外
部
人
材
を
確
保
す
る
た
め
実
施
し
た
い
取
組
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
省
略
）

 
 問
10

外
部
人
材
に
求
め
る
知
識・

ス
キ
ル
に
つ
い
て
、当

て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

合
計

基
礎
的
な

リテ
ラ

シ
ー

（
・

の

利
用
等
）

の
専

門
知

識
・ス

キ
ル

（
プ
ロ

グ
ラミ

ング 等
）

組
織

内
で

導
入

され
て

い
る
シ

ス
テ
ム

に
つ
い

て
の
知

識

の
利

活
用

に
関

わ
る

法
律
・

条
例

等
の

知
識

情
報

セ
キ
ュ

リテ
ィ

に
関

す
る

知
識

組
織

内
に

活
用

を
意

識
付

け
る
コ

ー
チ
ン

グ
能

力

新
た

な
分

野
に

の
導

入
を

発
案

で
き
る

発
想

力

業
者

との 調
整

能
力

導
入

ま
で
の

庁
内

調
整

能
力

仕
様

書
・

資
料

作
成

能
力

専
門

家
と

の
コネ

クシ
ョ

ン

既
存
・

導
入

済
の
シ

ス
テ
ム

を
応

用
して

業
務

に
活

用
す
る

能
力

何
を

求
め

れ
ば

よ
い
か

わ
か
ら

な
い

その 他

外 部 人 材 は 必 要 な
い

無 回 答

 問
11

前
問
で
挙
げ
た
知
識
・
ス
キ
ル
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
省
略
）

 
 問
12

外
部
人
材
を
確
保
す
る
場
合
の
立
場
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
１
つ
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

（
名
称
に
か
か

わ
らず

、情
報
シ
ス
テ

ム
全
体
を
統
括
し、

全
庁
的
な
マ
ネ
ジ
メン

トを
実
施
す
る
者
）

補
佐
官
（
名
称
に
か
か
わ
らず

、業
務

分
析
手
法
、情

報
シ
ス
テム

技
術
等
に
関
す
る

専
門
的
な
知
識
・経

験
に
より

及
び
各

所
管
部
門
の
長
〔業

務
改
革
関
係
部
門
、情

報
シ
ス
テ
ム
統
括
部
門
〕に
対
す
る
支
援
・助

言
等
を行

うこ
との

で
き
る
者
）

、 補
佐
官
以
外

の
部
局
長

級
の
役
職

、
補
佐
官
以

外
の
課
長
級

の
役
職

その 他

外
部

人
材

は
必

要
な

い

無 回 答

 問
13

外
部
人
材
に
求
め
る
働
き
方
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
１
つ
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

週
５

日
週
２
～
３

日
週
１
回
程

度
月
２
～
３
回
程

度
月
１
回
以

上
月
１
回
未

満
外
部
人
材
は
必
要
な

い
無
回

答

 問
14

外
部
人
材
を
受
け
入
れ
る
場
合
の
年
間
報
酬
・
給
与
額
（
賞
与
を
含
む
）
の
目
安
に
つ
い
て
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

（
省
略
）
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IT
リ

ー
ダ

ー
等

（
中

心
と

な
っ

て
部

署
内

の
IC

T
活

用
を

推
進

す
る

者
）

の
選

出

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、
取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

39
10

1
7

15
6

0
10
0.
0

25
.6

2.
6

17
.9

38
.5

15
.4

0.
0

 

IC
T

ス
キ

ル
に

長
け

た
人

材
の

登
録

制
度

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、
取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

39
1

0
4

17
17

0
10
0.
0

2.
6

0.
0

10
.3

43
.6

43
.6

0.
0

 

情
報

化
研

修
（

O
A

研
修

等
）

の
実

施

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、
取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

39
16

2
7

12
2

0
10
0.
0

41
.0

5.
1

17
.9

30
.8

5.
1

0.
0

 

業
務

改
善

方
法

に
つ

い
て

、
職

員
研

修
を

実
施

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、
取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

39
6

2
11

15
5

0
10
0.
0

15
.4

5.
1

28
.2

38
.5

12
.8

0.
0

 問
24

そ
の

他
、

IC
T

活
用

に
必

要
な

人
材

を
確

保
・

育
成

す
る

た
め

に
実

施
し

て
い

る
取

組
が

あ
れ

ば
、

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
（
省
略
）

 
 問

25
 I

CT
活

用
に

必
要

な
人

材
を

確
保

・
育

成
す

る
た

め
に

次
の

取
組

を
行

う
と

な
っ

た
場

合
、

課
題

・
障

壁
と

な
る

事
柄

は
ご

ざ
い

ま
す

か
。

当
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

外
部

人
材

の
採

用

合
計

法
の
制

約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十

分
に
な
い
た
め
ど

の
よう

に
取
り組

め
ば
よい

の
か
わ

か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回
答

  
 

問
22

外
部

人
材

の
年

間
報

酬
・

給
与

額
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

１
つ

を
お

選
び

く
だ

さ
い

。

合
計

万
円

未
満

万
円
以
上

万
円
未
満

万
円
以
上

万
円
未
満

万
円
以
上

万
円
未
満

万
円
以
上

万
円
未
満

万
円
以
上

無
回
答

 問
23

 I
CT

活
用

に
必

要
な

人
材

を
確

保
・

育
成

す
る

た
め

に
実

施
し

て
い

る
・

実
施

し
た

い
取

組
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

経
験
者
採
用
の
実
施

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、
取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

 

専
門
職
創
設

合
計

取
り組

ん
で

い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、
取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

39
1

1
5

23
9

0
10
0.
0

2.
6

2.
6

12
.8

59
.0

23
.1

0.
0

 

事
務
職
に
情
報
分
野
の
採
用
区
分
を
創
設

合
計

取
り組

ん
で

い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、
取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

 

人
事
評
価
へ
の
反
映

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、
取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

39
1

0
3

17
18

0
10
0.
0

2.
6

0.
0

7.
7

43
.6

46
.2

0.
0

 

企
業
と
の
人
事
交
流

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で
あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、

取
り組

む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、
取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

39
1

0
2

20
16

0
10
0.
0

2.
6

0.
0

5.
1

51
.3

41
.0

0.
0
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IC
T

ス
キ

ル
に

長
け

た
人

材
の

登
録

制
度

合
計

法
の
制

約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十
分
に

な
い
た
め
どの

よう
に

取
り組

め
ば
よい

の
か

わ
か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その 他
無
回
答

39
0

5
5

7
14

20
11

1
1

2
10
0.
0

0.
0

12
.8

12
.8

17
.9

35
.9

51
.3

28
.2

2.
6

2.
6

5.
1

 

情
報

化
研

修
（

O
A

研
修

等
）

の
実

施

合
計

法
の
制

約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十
分
に

な
い
た
め
どの

よう
に

取
り組

め
ば
よい

の
か

わ
か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その 他
無
回
答

39
0

1
0

8
9

4
5

17
3

2
10
0.
0

0.
0

2.
6

0.
0

20
.5

23
.1

10
.3

12
.8

43
.6

7.
7

5.
1

 

業
務

改
善

方
法

に
つ

い
て

、
職

員
研

修
を

実
施

合
計

法
の
制

約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十
分
に

な
い
た
め
どの

よう
に

取
り組

め
ば
よい

の
か

わ
か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その 他
無
回
答

39
0

1
1

10
9

5
5

13
4

2
10
0.
0

0.
0

2.
6

2.
6

25
.6

23
.1

12
.8

12
.8

33
.3

10
.3

5.
1

 問
26

前
問

の
課

題
・

障
壁

と
な

る
事

柄
の

解
決

に
役

立
っ

た
取

組
が

あ
れ

ば
、

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
（
省
略
）

 
 問

27
 I

CT
活

用
に

関
し

、
内

部
人

材
に

求
め

る
能

力
・

知
識

に
つ

い
て

、
当

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

情
報

主
管

課

合
計

基
礎
的
な

リテ
ラ

シ
ー

（
・

の
利
用
等
）

の
専

門
知

識
・

ス
キ

ル （
プ

ログ
ラ

ミン
グ

等
）

組
織

内
で

導
入

され て
い

る シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

の
知

識

の
利

活
用

に
関

わ
る

法 律
・

条
例

等
の

知
識

情
報

セ
キ

ュリ
テ

ィに 関
す

る
知

識

組
織

内
に

活
用

を
意

識 付
け

る
コ

ー
チ

ング 能
力

新
た

な
分

野
に

の
導

入 を
発

案
で

き
る

発
想

力

業
者

との 調
整

能
力

導
入

ま
で

の
庁

内
調

整
能

力

仕
様

書
・

資
料

作
成

能
力

専
門

家
と

の
コ

ネ
ク

シ
ョン

既 存
・

導
入

済
の

シ
ス

テ
ム

を 応
用

して 業
務

に
活

用
す

る
能

力

求 め て い
る

能 力
・

知 識 は な い

無 回 答

専
門
職
創
設

合
計

法
の
制

約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十

分
に
な
い
た
め
ど

の
よう

に
取
り組

め
ば
よい

の
か
わ

か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回
答

39
1

9
10

13
10

17
11

1
3

1
10
0.
0

2.
6

23
.1

25
.6

33
.3

25
.6

43
.6

28
.2

2.
6

7.
7

2.
6

 

事
務
職
に
IC
T
等
の
試
験
区
分
を
創
設

合
計

法
の
制

約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十

分
に
な
い
た
め
ど

の
よう

に
取
り組

め
ば
よい

の
か
わ

か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回
答

39
1

4
7

7
10

20
14

2
4

2
10
0.
0

2.
6

10
.3

17
.9

17
.9

25
.6

51
.3

35
.9

5.
1

10
.3

5.
1

 

人
事
評
価
へ
の
反
映

合
計

法
の
制

約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十

分
に
な
い
た
め
ど

の
よう

に
取
り組

め
ば
よい

の
か
わ

か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回
答

 

企
業
と
の
人
事
交
流

合
計

法
の
制

約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十

分
に
な
い
た
め
ど

の
よう

に
取
り組

め
ば
よい

の
か
わ

か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回
答

39
2

5
7

8
13

17
11

2
3

2
10
0.
0

5.
1

12
.8

17
.9

20
.5

33
.3

43
.6

28
.2

5.
1

7.
7

5.
1

 

IT
リ
ー
ダ
ー
等
（
中
心
と
な
っ
て
部
署
内
の
IC
T
活
用
を
推
進
す
る
者
）
の
選
出

合
計

法
の
制

約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
ら
れ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
ト
が

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十

分
に
な
い
た
め
ど

の
よ
うに

取
り組

め
ば
よ
い
の
か
わ

か
らな

い

課
題

・
障
壁
は

な
い

その
他

無
回
答

39
0

1
7

4
10

10
7

8
5

2
10
0.
0

0.
0

2.
6

17
.9

10
.3

25
.6

25
.6

17
.9

20
.5

12
.8

5.
1

  
 

資料編

資
料
編

163



問
31

 情
報

主
管

課
と

業
務

主
管

課
の

役
割

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
も

の
１

つ
を

お
選

び
く

だ
さ

い
。

合
計

活
用
は
全

て
情
報
主
管
課

が
主
導
して

い
る

基
本
的
に

活
用
は
情
報
主

管
課
が
主
導
す

る
が
、簡

便
な
も

の
は
業
務
主
管

課
で
主
導
す
る

基
本
的
に

活
用
は
業
務
主

管
課
に
主
導
し

て
も
らい

、内
容

が
高
度
な
もの

（
シ
ス
テ
ム
改
修

な
ど）

だ
け
情
報

主
管
課
が
主
導

す
る

活
用
は
業

務
主
管
課
が
主

導
し、

業
務
主

管
課
の
要
望
が

あ
れ
ば
情
報
主

管
課
が
手
伝
う

その
他

無
回
答

 問
32

 情
報

主
管

課
と

業
務

主
管

課
の

デ
ジ

タ
ル

化
の

推
進

意
向

に
つ

い
て

、
当

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

合
計

全
庁
的
に
、よ

り
強
力
に
デ
ジ
タル

化
を
推
進
した

い

情
報
主
管
課
主

導
で
よ
り強

力
に

デ
ジ
タル

化
を
推

進
した

い

業
務
主
管
課
主

導
で
よ
り強

力
に

デ
ジ
タル

化
を
推

進
した

い

情
報
主
管
課
の

一
部
業
務
を
業

務
主
管
課
に
回

した
い

業
務
主
管
課
の

一
部
業
務
を
情

報
主
管
課
に
回

した
い

無
回
答

 問
33

 本
調

査
の

テ
ー

マ
（

自
治

体
に

お
け

る
情

報
分

野
の

人
材

確
保

・
育

成
等

）
に

関
し

ま
し

て
、

ご
意

見
や

困
っ

て
い

る
こ

と
、

国
・

都
・

県
な

ど
に

要
望

し
た

い
こ

と
が

あ
れ

ば
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
（
省
略
）

 
   

 

そ
れ

以
外

の
部

署

合
計

基
礎
的
な

リテ
ラ

シ
ー

（
・

の
利
用
等
）

の
専

門
知

識
・

ス
キ

ル （
プ

ログ ラミ ング 等
）

組
織

内
で

導
入

され て
い

る シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

の
知

識

の
利

活
用

に
関

わ
る

法 律
・

条
例

等
の

知
識

情
報

セ
キ

ュリ
テ

ィに 関
す

る
知

識

組
織

内
に

活
用

を
意

識 付
け

る
コ

ー
チ

ング 能
力

新
た

な
分

野
に

の
導

入 を
発

案
で

き
る

発
想

力

業
者

との 調
整

能
力

導
入

ま
で

の
庁

内
調

整
能

力

仕
様

書
・

資
料

作
成

能
力

専 門 家 との コネ クシ ョン

既 存
・

導
入

済
の

シ
ス

テ
ム

を 応
用

して 業
務

に
活

用
す

る
能

力

求 め て い
る

能 力
・

知 識 は な い

無 回 答

 問
28

 I
CT

活
用

に
関

し
、

内
部

人
材

に
能

力
・

知
識

を
身

に
付

け
て

も
ら

う
た

め
に

実
施

し
て

い
る

取
組

に
つ

い
て

、
当

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

情
報

主
管

課

合
計

給
与
へ

の
反
映

人
事

制
度

で
ス
キ

ル
を

評
価

柔
軟
な
働
き
方

（
テ
レワ

ー
ク・
フ

レ
ック
ス
タイ

ム
制

等
）

の
導
入
・許

可

ス
キ
ル
を
活

か
せ
る

部
署
・仕

事
へ
の
異

動
を
実
現

資
格

取
得

の
推

奨
・

支
援

庁
内

で
の

勉
強

会

情
報
化

に
関
す
る

人
材
育

成
方
針

を
策
定

民
間
企

業
に
職
員

を
派
遣

その 他

実
施
し

て
い
る

取
組
は

な
い

無 回 答

 

そ
れ

以
外

の
部

署

合
計

給
与
へ

の
反
映

人
事
制

度
で
ス

キ
ル
を

評
価

柔
軟
な
働
き

方
（
テ
レワ

ー
ク・
フレ

ック
ス
タ

イム
制
等
）

の
導
入
・許

可

ス
キ
ル
を

活
か
せ
る

部
署
・仕

事
へ
の
異

動
を
実
現

資
格
取

得
の
推

奨
・支

援

庁
内

で
の

勉
強

会

情
報
化

に
関
す

る 人
材
育

成
方
針

を
策
定

民
間
企
業

に
職
員
を

派
遣

その 他

実
施
し

て
い
る

取
組
は

な
い

無 回 答

 問
29

 I
CT

活
用

に
関

し
、

内
部

人
材

に
能

力
・

知
識

を
身

に
付

け
て

も
ら

う
上

で
役

立
っ

た
取

組
が

あ
れ

ば
、

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
（
省
略
）

 
 問

30
 I

CT
活

用
に

関
し

、
内

部
人

材
に

能
力

・
知

識
を

身
に

付
け

て
も

ら
う

上
で

の
課

題
が

あ
れ

ば
、

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
（
省
略
）
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任
期
付
短
時
間
職
員
と
し
て
任
用
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

42
0

0
6

34
2

10
0.
0

0.
0

0.
0

14
.3

81
.0

4.
8

 

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
任
用
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

42
3

0
7

31
1

10
0.
0

7.
1

0.
0

16
.7

73
.8

2.
4

 

特
別
職
非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

42
3

2
7

29
1

10
0.
0

7.
1

4.
8

16
.7

69
.0

2.
4

民
間
企
業
等
か
ら
研
修
生
と
し
て
受
入
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

42
0

0
5

35
2

10
0.
0

0.
0

0.
0

11
.9

83
.3

4.
8

 

企
業
へ
の
外
部
委
託
で
常
駐
要
員
を
確
保
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

42
8

0
6

26
2

10
0.
0

19
.0

0.
0

14
.3

61
.9

4.
8

 

企
業
へ
の
外
部
委
託
で
要
員
（
常
駐
で
は
な
い
）
を
確
保
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

42
7

0
7

26
2

10
0.
0

16
.7

0.
0

16
.7

61
.9

4.
8

 

そ
の
他
団
体
・
個
人
へ
の
外
部
委
託
で
要
員
を
確
保
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

  
 

集
計

結
果

（
周

辺
自

治
体

向
け

）
数
値
回
答

（
N

A
）、

自
由
回
答

（
FA

）
は

、
省
略

し
て
掲

載
。

 
問

1
貴

団
体

に
お

け
る

正
規

職
員

数
・

情
報

化
に

係
る

要
員

人
数

を
お

書
き

く
だ

さ
い

。
 （

20
21

年
４

月
１

日
時

点
で

ご
回

答
く

だ
さ

い
）

（
省
略
）

 
 問

２
IC

T
活

用
に

対
し

て
お

持
ち

の
イ

メ
ー

ジ
に

つ
い

て
、

当
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

合
計

既
存
の
住
民

サ
ー
ビス

を
改

善
で
き
る

住
民
に
新
しい

サ
ー
ビス

を
創

出
で
き
る

職
員
の
働
き

や
す
さが

向
上
す
る

庁
内
業
務

を
効
率
化
で

き
る

その
他

特
に
イメ

ー
ジ
は
な
い

扱
い
に
くい

無
回
答

 問
３

IC
T

活
用

の
推

進
体

制
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予
定

で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、取

り組
む
予

定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
し

て
お
らず

、取
り

組
む
予
定
も
な
い

無
回
答

自
治
体
とし
て
の
取

組
方
針
作
成

取
組
の
実
施
体
制

の
整
備

状
況
把
握
・分

析

施
策
立
案

取
組
状
況
の
振
り

返
り・
評
価

 問
４

IC
T

活
用

に
か

か
る

人
材

面
で

の
課

題
に

つ
い

て
、

当
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。 合
計

組
織
体
制

（
・

補
佐
官
等
を

設
置
し、

各

部
局
を
マ
ネ
ジ

メン
トで

き
る

体
制
の
こと
）

の
確
立

デ
ジ
タル

に
係
る専

門
知
識

を
有
す
る

外
部
人

材
の
確

保

情
報
主

管
課
職

員
の
確

保

情
報
主

管
課
職

員
の
育

成

情
報
主

管
課
以

外
の
部

署
の
職

員
の
育

成

外
部
人

材
を
確

保
す
るた

め
の
財

源
の
確

保

その
他

課
題
の
検

討
まで

至
って

い
な
い

特
に
課
題

は
な
い

無
回
答

 問
５

外
部

人
材

の
任

用
・

確
保

の
形

態
に

つ
い

て
、実

施
し

て
い

る
も

の
す

べ
て

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

任
期

付
職

員
（

フ
ル

タ
イ

ム
）

と
し

て
任

用
。

合
計

実
施
して

い
る

過
去
実
施
して

い
た
が
、現

在
は
実
施
して

い
な
い

検
討
中
で
あ
る

実
施
して

お
らず

、検
討
して

い
な
い

無
回
答

42
3

3
8

27
2

10
0.
0

7.
1

7.
1

19
.0

64
.3

4.
8
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 問
8

（
問
７
で
「
人
材
の
自
治
体
間
連
携
」
を
「
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
し
た
自
治
体
の
み
）
連
携
先
の
自
治

体
と
連
携
内
容
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
省
略
）

 
 問
9-
1

そ
の
他
、
外
部
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
取
組
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
省
略
）

 
 問
9-
2

そ
の
他
、
外
部
人
材
を
確
保
す
る
た
め
実
施
し
た
い
取
組
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
省
略
）

 
 問
10

外
部
人
材
に
求
め
る
知
識
・
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、当

て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

合
計

基
礎

的
な

リテ
ラ

シ
ー

（
・

の 利
用

等
）

の
専

門
知

識
・ス

キ
ル

（
プ

ログ
ラ

ミン
グ

等
）

組
織

内
で

導
入

され て
い

る
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
の

知
識

の
利

活
用

に
関

わ
る

法 律
・

条
例

等
の

知
識

情
報

セ
キ

ュリ
テ

ィに 関
す

る
知

識

組 織 内
に

活 用
を

意 識 付 け
る

コー チ
ン

グ
能

力

新
た

な 分 野
に

の 導 入
を

発 案 で
き

る
発

想 力

業 者
と

の 調 整 能 力

導 入
ま

で
の

庁 内 調 整 能 力

仕 様 書
・

資 料 作 成 能 力

専 門 家
と

の
コ

ネ
ク

シ
ョ

ン

既 存
・

導 入 済 の
シ

ス
テ

ム
を

応 用
し

て
業

務
に

活 用 す
る

能 力

何 を 求 め れ ば よ い か わ か ら な い

そ の 他

外 部 人 材 は 必 要 な
い

無 回 答

42
16

25
20

23
22

26
26

17
18

18
12

22
4

4
5

1

10
0.
0

38
.1

59
.5

47
.6

54
.8

52
.4

61
.9

61
.9

40
.5

42
.9

42
.9

28
.6

52
.4

9.
5

9.
5

11
.9

2.
4

 問
11

前
問
で
挙
げ
た
知
識
・
ス
キ
ル
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
省
略
）

 
 問
12

外
部
人
材
を
確
保
す
る
場
合
の
立
場
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
１
つ
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

（
名
称
に

か
か
わ
らず

、情
報
シ
ス
テ
ム
全
体

を
統
括
し、

全
庁

的
な
マネ

ジ
メン

トを
実
施
す
る

者
）

補
佐
官
（
名
称
に
か
か
わ
らず

、業
務
分
析
手
法
、情

報
シ
ス
テ
ム
技
術
等
に

関
す
る
専
門
的
な
知
識
・経

験
に
よ
り

及
び
各
所
管
部
門
の
長
〔業

務
改

革
関
係
部
門
、情

報
シ
ス
テ
ム
統
括
部

門
〕に
対
す
る
支
援
・助

言
等
を
行
うこ
と

の
で
き
る
者
）

、
補
佐
官
以

外
の
部
局
長

級
の
役
職

、
補
佐
官
以

外
の
課
長
級

の
役
職

その
他

外
部
人

材
は
必

要
な
い

無
回
答

42
4

12
0

2
17

6
1

10
0.
0

9.
5

28
.6

0.
0

4.
8

40
.5

14
.3

2.
4

  
 

 問
6

（
問
５
で
お
聞
き
し
た
外
部
人
材
の
任
用
・
確
保
の
形
態
で
、「

過
去
実
施
し
て
い
た
が
、
現
在
は
実
施

し
て
い
な
い
」
形
態
が
あ
る
場
合
）
当
該
形
態
で
の
実
施
を
や
め
た
理
由
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
省
略
）

 
 問
7

外
部
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
、
実
施
し
て
い
る
も
の
す
べ
て
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

人
材
の
自
治
体
間
連
携
。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予
定

で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る

が
、取

り組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
ら

ず
、取

り組
む
予
定
も
な
い

無
回
答

 

副
業
・
兼
業
人
材
の
確
保
。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予
定

で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る

が
、取

り組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
ら

ず
、取

り組
む
予
定
も
な
い

無
回
答

 

地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
の
活
用
。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予
定

で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る

が
、取

り組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
ら

ず
、取

り組
む
予
定
も
な
い

無
回
答

42
6

0
13

12
10

1
10
0.
0

14
.3

0.
0

31
.0

28
.6

23
.8

2.
4

 

デ
ジ
タ
ル
専
門
人
材
派
遣
制
度
の
活
用
。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予
定

で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る

が
、取

り組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
ら

ず
、取

り組
む
予
定
も
な
い

無
回
答

42
0

0
9

16
14

3
10
0.
0

0.
0

0.
0

21
.4

38
.1

33
.3

7.
1

 

テ
レ
ワ
ー
ク
の
許
可
。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予
定

で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る

が
、取

り組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
ら

ず
、取

り組
む
予
定
も
な
い

無
回
答

42
14

2
5

8
11

2
10
0.
0

33
.3

4.
8

11
.9

19
.0

26
.2

4.
8

 

フ
レ
ッ
ク
ス
制
の
導
入
。

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予
定

で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る

が
、取

り組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
ら

ず
、取

り組
む
予
定
も
な
い

無
回
答

42
6

0
6

13
14

3
10
0.
0

14
.3

0.
0

14
.3

31
.0

33
.3

7.
1
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 問
19

外
部

人
材

が
副

業
・

兼
業

人
材

で
あ

る
か

ど
う

か
、

該
当

す
る

も
の

１
つ

を
お

選
び

く
だ

さ
い

。
合
計

副
業
・兼

業
人
材
で
あ
る

副
業
・兼

業
人
材
で
は
な
い

10
5

5
10
0.
0

50
.0

50
.0

 問
20

外
部

人
材

の
業

務
内

容
に

つ
い

て
、

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
（
省
略
）

 
 問

21
外

部
人

材
の

採
用

に
よ

る
効

果
に

つ
い

て
、

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
（
省
略
）

 
 問

22
外

部
人

材
の

年
間

報
酬

・
給

与
額

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
も

の
１

つ
を

お
選

び
く

だ
さ

い
。

合
計

万
円
未

満

万
円
以

上
万
円

未
満

万
円
以

上
万
円

未
満

万
円
以

上
万
円

未
満

万
円
以

上
万

円
未
満

万
円

以
上

無
回
答

10
1

2
0

0
1

1
5

10
0.
0

10
.0

20
.0

0.
0

0.
0

10
.0

2.
4

50
.0

 問
23

 I
CT

活
用

に
必

要
な

人
材

を
確

保
・

育
成

す
る

た
め

に
実

施
し

て
い

る
・

実
施

し
た

い
取

組
に

つ
い

て
、

該
当

す
る

も
の

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

経
験
者
採
用
の
実
施

合
計

取
り組

ん
で

い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、取

り
組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

42
9

0
13

11
8

1
10
0.
0

21
.4

0.
0

31
.0

26
.2

19
.0

2.
4

 

専
門
職
創
設

合
計

取
り組

ん
で

い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、取

り
組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

42
2

0
10

15
14

1
10
0.
0

4.
8

0.
0

23
.8

35
.7

33
.3

2.
4

 

事
務
職
に
情
報
分
野
の
採
用
区
分
を
創
設

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、取

り
組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

42
5

0
13

10
13

1
10
0.
0

11
.9

0.
0

31
.0

23
.8

31
.0

2.
4

 

人
事
評
価
へ
の
反
映

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、取

り
組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

42
3

0
9

15
13

2
10
0.
0

7.
1

0.
0

21
.4

35
.7

31
.0

4.
8

 

 問
13

外
部
人
材
に
求
め
る
働
き
方
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
１
つ
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

週
５
日

週
２
～
３

日
週
１
回
程

度
月
２
～
３

回
程
度

月
１
回
以

上
月
１
回
未

満
外
部
人
材

は
必
要
な
い

無
回
答

42
11

6
3

1
2

1
9

9
10
0.
0

26
.2

14
.3

7.
1

2.
4

4.
8

2.
4

21
.4

21
.4

 問
14

外
部
人
材
を
受
け
入
れ
る
場
合
の
年
間
報
酬
・
給
与
額
（
賞
与
を
含
む
）
の
目
安
に
つ
い
て
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

（
省
略
）

 
 問
15

外
部
人
材
確
保
に
あ
た
っ
て
の
課
題
に
つ
い
て
、当

て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
に
〇
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

合
計

人
材

を
見
つ

け
られ

な
い

適
切

な
報

酬
・

給
与

が
支

払
え

な
い

働
き
方

な
どの

勤
務
条

件
が
折

り合
わ

な
い

前
職
や

（
副
業
・

兼
業
の
場

合
）
民
間

で
の
勤
務

先
な
ど、

特
定
事
業

者
との

利
害
関
係
に

発
展
しな

い
か
心
配

内
部
規

則
等
、

民
間
と

は
異
な

る
ル
ー

ル
を踏

ま
え
て

業
務
遂

行
して

も
らう
の

が
難
し

い

外
部

人
材

採
用

に
よる

効
果

が
分

か
ら

な
い

外
部

人
材

に
任

せ
る

業
務

の
整

理
が

難
し

い

外
部

人
材

の
評

価
が

難
し

い

庁
内

の
合

意
形

成
が

難
し

い

一
度

人
材

を
確

保
し

て
も、

す
ぐに

辞
め

て
しま

う

その 他

課
題

は
な

い

無 回 答

42
18

4
2

6
5

9
13

5
4

0
7

6
2

10
0.
0

42
.9

9.
5

4.
8

14
.3

11
.9

21
.4

31
.0

11
.9

9.
5

0.
0

16
.7

14
.3

4.
8

 問
16

-1
採
用
さ
れ
て
い
る
外
部
人
材
の
人
数
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。（

現
在
採
用
さ
れ
て
い
る
人
数
）

（
省
略
）

 
 問
16

-2
採
用
さ
れ
て
い
る
外
部
人
材
の
人
数
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。（
直
近
５
年
で
採
用
さ
れ
た
延
べ
人
数
）

（
省
略
）

 
 問
17

採
用
さ
れ
て
い
る
外
部
人
材
の
立
場
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
１
つ
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

問
（
外
部

人
材
を確

保
す

る
場
合
の
立

場
）
の
回
答
と

同
じ

（
名
称

に
か
か
わ
らず

、
情
報
シ
ス
テム

全
体
を統

括
し、

全
庁
的
な

マ
ネ
ジ
メン

トを
実
施
す
る者

）

補
佐
官
（
名
称
に
か
か
わ
ら

ず
、業

務
分
析
手
法
、情

報
シ
ス
テ

ム
技
術
等
に
関
す
る専

門
的
な
知

識
・経

験
に
よ
り

及
び
各
所

管
部
門
の
長
〔業

務
改
革
関
係
部

門
、情

報
シ
ス
テム

統
括
部
門
〕に

対
す
る
支
援
・助

言
等
を
行
うこ
と

の
で
き
る
者
）

、
補
佐
官
以
外

の
部
局
長
級

の
役
職

、
補
佐
官
以
外

の
課
長
級
の

役
職

その
他

10
5

1
2

0
0

2
10
0.
0

50
.0

10
.0

20
.0

0.
0

0.
0

20
.0

 問
18

採
用
さ
れ
て
い
る
外
部
人
材
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
も
の
１
つ
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

問
（
外
部
人
材
を確

保
す
る
場

合
の
働
き
方
）
の
回
答
と同

じ
週
５
日

週
２
～

３
日

週
１
回

程
度

月
２
～
３
回

程
度

月
１
回

以
上

月
１
回

未
満

10
5

2
1

1
1

0
0

10
0.
0

50
.0

20
.0

10
.0

10
.0

10
.0

0.
0

0.
0
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専
門
職
創
設

合
計

法
の

制
約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十
分
に

な
い
た
め
どの

よう
に

取
り組

め
ば
よい

の
か

わ
か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回

答

42
0

1
4

6
4

13
11

6
4

3
10
0.
0

0.
0

2.
4

9.
5

14
.3

9.
5

31
.0

26
.2

14
.3

9.
5

7.
1

事
務
職
に
IC
T
等
の
試
験
区
分
を
創
設

合
計

法
の

制
約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十
分
に

な
い
た
め
どの

よう
に

取
り組

め
ば
よい

の
か

わ
か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回

答

42
0

1
3

3
5

11
9

9
6

3
10
0.
0

0.
0

2.
4

7.
1

7.
1

11
.9

26
.2

21
.4

21
.4

14
.3

7.
1

 

人
事
評
価
へ
の
反
映

合
計

法
の

制
約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十
分
に

な
い
た
め
どの

よう
に

取
り組

め
ば
よい

の
か

わ
か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回

答

42
0

0
2

2
8

9
15

12
2

5
10
0.
0

0.
0

0.
0

4.
8

4.
8

19
.0

21
.4

35
.7

28
.6

4.
8

11
.9

 

企
業
と
の
人
事
交
流

合
計

法
の

制
約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十
分
に

な
い
た
め
どの

よう
に

取
り組

め
ば
よい

の
か

わ
か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回

答

42
1

1
2

6
9

12
14

7
1

5
10
0.
0

2.
4

2.
4

4.
8

14
.3

21
.4

28
.6

33
.3

16
.7

2.
4

11
.9

 

IT
リ
ー
ダ
ー
等
（
中
心
と
な
っ
て
部
署
内
の
IC
T
活
用
を
推
進
す
る
者
）
の
選
出

合
計

法
の

制
約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十
分
に

な
い
た
め
どの

よう
に

取
り組

め
ば
よい

の
か

わ
か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回

答

42
0

0
1

5
6

7
8

18
1

3
10
0.
0

0.
0

0.
0

2.
4

11
.9

14
.3

16
.7

19
.0

42
.9

2.
4

7.
1

 

IC
T
ス
キ
ル
に
長
け
た
人
材
の
登
録
制
度

合
計

法
の

制
約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十
分
に

な
い
た
め
どの

よう
に

取
り組

め
ば
よい

の
か

わ
か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回

答

42
0

0
3

2
7

13
9

10
3

4
10
0.
0

0.
0

0.
0

7.
1

4.
8

16
.7

31
.0

21
.4

23
.8

7.
1

9.
5

企
業

と
の

人
事

交
流

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、取

り
組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

42
0

0
11

11
18

2
10
0.
0

0.
0

0.
0

26
.2

26
.2

42
.9

4.
8

 

IT
リ

ー
ダ

ー
等

（
中

心
と

な
っ

て
部

署
内

の
IC

T
活

用
を

推
進

す
る

者
）

の
選

出

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、取

り
組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

42
16

0
7

10
8

1
10
0.
0

38
.1

0.
0

16
.7

23
.8

19
.0

2.
4

 

IC
T

ス
キ

ル
に

長
け

た
人

材
の

登
録

制
度

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、取

り
組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

42
1

0
8

15
16

2
10
0.
0

2.
4

0.
0

19
.0

35
.7

38
.1

4.
8

 

情
報

化
研

修
（

O
A

研
修

等
）

の
実

施

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、取

り
組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

42
24

1
5

0
3

9
10
0.
0

57
.1

2.
4

11
.9

0.
0

7.
1

21
.4

 

業
務

改
善

方
法

に
つ

い
て

、
職

員
研

修
を

実
施

合
計

取
り組

ん
で
い
る

取
り組

む
予

定
で
あ
る

検
討
中
で

あ
る

必
要
性
は
認
識
して

い
る
が
、取

り
組
む
予
定
は
な
い

必
要
だ
と認

識
して

お
らず

、取
り組

む
予
定
も
な
い

無
回
答

42
10

0
10

13
6

3
10
0.
0

23
.8

0.
0

23
.8

31
.0

14
.3

7.
1

 問
24

そ
の

他
、

IC
T

活
用

に
必

要
な

人
材

を
確

保
・

育
成

す
る

た
め

に
実

施
し

て
い

る
取

組
が

あ
れ

ば
、

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
（
省
略
）

 
 問

25
 I

CT
活

用
に

必
要

な
人

材
を

確
保

・
育

成
す

る
た

め
に

次
の

取
組

を
行

う
と

な
っ

た
場

合
、

課
題

・
障

壁
と

な
る

事
柄

は
ご

ざ
い

ま
す

か
。

当
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

外
部

人
材

の
採

用

合
計

法
の

制
約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十
分
に

な
い
た
め
どの

よう
に

取
り組

め
ば
よい

の
か

わ
か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回

答

42
0

1
2

6
6

6
10

11
6

4
10
0.
0

0.
0

2.
4

4.
8

14
.3

14
.3

14
.3

23
.8

26
.2

14
.3

9.
5
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そ
れ

以
外

の
部

署

合
計

基
礎
的
な

リテ
ラ

シ
ー

（
・

の
利
用
等
）

の
専

門
知

識
・

ス
キ

ル （
プ

ログ ラミ ング 等
）

組
織

内
で

導
入

され て
い

る シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

の
知

識

の
利

活
用

に
関

わ
る

法 律
・

条
例

等
の

知
識

情
報

セ
キ

ュリ
テ

ィに 関
す

る
知

識

組
織

内
に

活
用

を
意

識 付
け

る
コ

ー
チ

ング 能
力

新
た

な
分

野
に

の
導

入 を
発

案
で

き
る

発
想

力

業
者

との 調
整

能
力

導
入

ま
で

の
庁

内
調

整
能

力

仕
様

書
・

資
料

作
成

能
力

専 門 家 との コネ クシ ョン

既
存
・

導
入

済
の

シ
ス
テ

ム
を

応
用

して
業

務
に

活
用

す
る

能
力

求 め
て

い
る

能 力
・

知 識 は な い

無 回 答

42
39

1
31

18
40

6
17

26
12

19
0

26
0

1

10
0.
0

92
.9

2.
4

73
.8

42
.9

95
.2

14
.3

40
.5

61
.9

28
.6

45
.2

0.
0

61
.9

0.
0

2.
4

 問
28

 I
CT

活
用

に
関

し
、

内
部

人
材

に
能

力
・

知
識

を
身

に
付

け
て

も
ら

う
た

め
に

実
施

し
て

い
る

取
組

に
つ

い
て

、
当

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

情
報

主
管

課

合
計

給
与

へ
の

反
映

人
事
制

度
で
ス

キ
ル
を

評
価

柔
軟
な
働
き

方
（
テ
レワ

ー
ク・
フレ

ック
ス
タイ

ム
制

等
）

の
導
入
・許

可

ス
キ
ル

を
活
か

せ
る

部
署
・

仕
事
へ

の
異
動

を
実
現

資
格
取

得
の
推

奨
・支

援

庁
内
で

の
勉
強

会

情
報
化

に
関
す

る 人
材
育

成
方
針

を
策
定

民
間
企

業
に
職

員
を
派

遣

その
他

実
施
し

て
い
る

取
組
は

な
い

無
回
答

42
0

2
6

11
13

13
5

0
2

11
2

10
0.
0

0.
0

4.
8

14
.3

26
.2

31
.0

31
.0

11
.9

0.
0

4.
8

26
.2

4.
8

 

そ
れ

以
外

の
部

署

合
計

給
与

へ
の

反
映

人
事
制

度
で
ス

キ
ル
を

評
価

柔
軟
な
働
き

方
（
テ
レワ

ー
ク・
フレ

ック
ス
タイ

ム
制

等
）

の
導
入
・許

可

ス
キ
ル
を

活
か
せ

る 部
署
・

仕
事
へ

の
異
動

を
実
現

資
格
取

得
の
推

奨
・支

援

庁
内

で
の

勉
強

会

情
報
化

に
関
す

る 人
材
育

成
方
針

を
策
定

民
間
企

業
に
職

員
を
派

遣

その
他

実
施

して い
る

取
組

は
な

い

無
回
答

42
0

0
7

8
13

10
2

0
2

14
1

10
0.
0

0.
0

0.
0

16
.7

19
.0

31
.0

23
.8

4.
8

0.
0

4.
8

33
.3

2.
4

 問
29

 I
CT

活
用

に
関

し
、

内
部

人
材

に
能

力
・

知
識

を
身

に
付

け
て

も
ら

う
上

で
役

立
っ

た
取

組
が

あ
れ

ば
、

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
（
省
略
）

 
 問

30
 I

CT
活

用
に

関
し

、
内

部
人

材
に

能
力

・
知

識
を

身
に

付
け

て
も

ら
う

上
で

の
課

題
が

あ
れ

ば
、

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
（
省
略
）

 
 

 

情
報

化
研

修
（

O
A

研
修

等
）

の
実

施

合
計

法
の

制
約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か
ら

な
い

意
義
・

メリ
ット

が
明
確

で
な
い

先
行
事
例
が
十
分
に

な
い
た
め
どの

よう
に

取
り組

め
ば
よい

の
か

わ
か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回

答

42
0

0
0

6
2

4
5

22
2

3
10
0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

14
.3

4.
8

9.
5

11
.9

52
.4

4.
8

7.
1

 

業
務

改
善

方
法

に
つ

い
て

、
職

員
研

修
を

実
施

合
計

法
の

制
約

条
例
・

規
則
の

制
約

庁
内
の

理
解
を

得
られ

な
い

予
算
や

資
源
に

余
裕
が

な
い

具
体
的

な
方
法

が
分
か

らな
い

意
義
・メ

リッ
トが

明
確
で

な
い

先
行
事
例
が
十
分
に

な
い
た
め
どの

よう
に

取
り組

め
ば
よい

の
か

わ
か
らな

い

課
題
・

障
壁
は

な
い

その
他

無
回

答

42
0

0
0

7
5

5
6

18
2

4
10
0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

16
.7

11
.9

11
.9

14
.3

42
.9

4.
8

9.
5

 問
26

前
問

の
課

題
・

障
壁

と
な

る
事

柄
の

解
決

に
役

立
っ

た
取

組
が

あ
れ

ば
、

お
聞

か
せ

く
だ

さ
い

。
（
省
略
）

 
 問

27
 I

CT
活

用
に

関
し

、
内

部
人

材
に

求
め

る
能

力
・

知
識

に
つ

い
て

、
当

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

情
報

主
管

課

合
計

基
礎
的
な

リテ
ラ

シ
ー

（
・

の
利
用
等
）

の
専

門
知

識
・

ス
キ

ル （
プ

ログ ラミ ング 等
）

組
織

内
で

導
入

され て
い

る シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

の
知

識

の
利

活
用

に
関

わ
る

法 律
・

条
例

等
の

知
識

情
報

セ
キ

ュリ
テ

ィに 関
す

る
知

識

組
織

内
に

活
用

を
意

識 付
け

る
コ

ー
チ

ング 能
力

新
た

な
分

野
に

の
導

入 を
発

案
で

き
る

発
想

力

業
者

との 調
整

能
力

導
入

ま
で

の
庁

内
調

整
能

力

仕
様

書
・

資
料

作
成

能
力

専
門

家
と

の
コ

ネ
ク

シ
ョ

ン

既
存
・

導
入
済

の
シ
ス
テ

ム
を

応
用
し

て
業
務

に
活
用

す
る
能

力

求
め

て
い

る
能

力
・

知
識

は
な

い

無 回 答

42
39

24
40

36
42

31
33

40
37

33
10

29
0

0

10
0.
0

92
.9

57
.1

95
.2

85
.7

10
0.
0

73
.8

78
.6

95
.2

88
.1

78
.6

23
.8

69
.0

0.
0

0.
0
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職
員

向
け

ア
ン

ケ
ー

ト

集
計

結
果

（
多

摩
島

し
ょ

自
治

体
職

員
）

数
値
回
答

（
N

A
）、

自
由
回
答

（
FA

）
は

、
省
略

し
て
掲

載
。

 
 問

１
 あ

な
た

の
年

齢
に

つ
い

て
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
合
計

１
０
代

２
０
代

３
０
代

４
０
代

５
０
代

６
０
代
以
上

合
計

 問
２

 勤
務

先
の

自
治

体
は

ど
ち

ら
の

都
県

に
あ

り
ま

す
か

。
合
計

東
京
都
（
多
摩
・島

しょ
地
域
）

東
京
都
（
特
別
区
）

埼
玉
県

千
葉
県

神
奈
川
県

茨
城
県

合
計

 問
３

ど
ち

ら
の

区
市

町
村

に
勤

務
し

て
い

ま
す

か
。

（
省
略
）

 
 問

４
民

間
企

業
で

の
勤

務
経

験
は

あ
り

ま
す

か
。

合
計

な
い

あ
る
（
Ｉ
Ｔ
企
業
、も

しく
は
、Ｉ

Ｔ
部

門
で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
）

あ
る
（
Ｉ
Ｔ
企
業
、も

しく
は
、Ｉ

Ｔ
部
門
で
の
勤
務
経
験
は
な
い
）

 問
５

_1
こ

れ
ま

で
に

経
験

さ
れ

た
所

管
業

務
に

つ
い

て
、

当
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

を
お

選
び

く
だ

さ
い

。
ま

た
そ

の
中

か
ら

、
現

在
の

所
管

業
務

を
１

つ
お

選
び

く
だ

さ
い

。
／

こ
れ

ま
で

に
経

験
さ

れ
た

所
管

業
務

合
計

情
報
シ
ス
テム

商
工

観
光

農
林
水
産

都
市
建
設

上
下
水
道

環
境
整
備

子
育
て
支
援

総
務

財
務

政
策
企
画

議
会
事
務
局

教
育
委
員
会

防
災

その
他
行
政
委
員
会
（
監
査
委
員
事
務

局
や
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
な
ど）

保
健
福
祉

窓
口

税
務
窓
口

住
民
窓
口

会
計
窓
口

その
他

 

問
31

 情
報

主
管

課
と

業
務

主
管

課
の

役
割

に
つ

い
て

、
該

当
す

る
も

の
１

つ
を

お
選

び
く

だ
さ

い
。

合
計

活
用
は

全
て
情
報
主

管
課
が
主
導

して
い
る

基
本
的
に

活
用
は

情
報
主
管
課
が
主
導
す

る
が
、簡

便
な
もの

は
業

務
主
管
課
で
主
導
す
る

基
本
的
に

活
用
は

業
務
主
管
課
に
主
導
して

も
らい

、内
容
が
高
度
な
も

の
（
シ
ス
テム

改
修
な

ど）
だ
け
情
報
主
管
課
が

主
導
す
る

活
用
は
業
務
主
管

課
が
主
導
し、

業
務
主
管

課
の
要
望
が
あ
れ
ば
情
報

主
管
課
が
手
伝
う

その
他

無
回
答

42
2

9
13

10
8

0
10
0.
0

4.
8

21
.4

31
.0

23
.8

19
.0

0.
0

 問
32

 情
報

主
管

課
と

業
務

主
管

課
の

デ
ジ

タ
ル

化
の

推
進

意
向

に
つ

い
て

、
当

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

合
計

全
庁
的
に
、よ

り
強
力
に
デ
ジ
タル

化
を
推
進
した

い

情
報
主
管
課
主
導

で
よ
り強

力
に
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
した

い

業
務
主
管
課
主
導
で

よ
り強

力
に
デ
ジ
タル

化
を
推
進
した

い

情
報
主
管
課
の
一

部
業
務
を
業
務
主

管
課
に
回
した

い

業
務
主
管
課
の
一

部
業
務
を
情
報
主

管
課
に
回
した

い
無
回
答

42
38

8
3

0
0

0
10
0.
0

90
.5

19
.0

7.
1

0.
0

0.
0

0.
0

 問
33

 本
調

査
の

テ
ー

マ
（

自
治

体
に

お
け

る
情

報
分

野
の

人
材

確
保

・
育

成
等

）
に

関
し

ま
し

て
、

ご
意

見
や

困
っ

て
い

る
こ

と
、

国
・

都
・

県
な

ど
に

要
望

し
た

い
こ

と
が

あ
れ

ば
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
（
省
略
）
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 問
10

_2
次
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
／
お
勤
め
の
自
治

体
に
導
入
し
て
ほ
し
い

合
計

行
政
手
続

の
オ
ンラ

イ
ン化

Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロボ

テ
ィッ
ク・

プ
ロセ

ス・
オ
ー
トメ

ー
シ
ョ

ン、
※
１
）
の
導
入

Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
、※

２
）
の
活
用

テ
レ

ワ
ー

ク

ペ
ー
パ

ー
レ
ス

は
ん
こレ

ス
（
庁
内
、

庁
外
の
決
裁
を
とも

に
含
む
）

キ
ャッ

シ
ュレ

ス

当
て
は
ま

る
も
の
は

な
い

問
10

_3
次
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
／
自
身
で
導
入
や

検
討
に
携
わ
っ
た

合
計

行
政
手
続
の

オ
ンラ

イン
化

Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ

ボ
テ
ィッ
ク・
プ

ロセ
ス
・オ
ー

トメ
ー
シ
ョ

ン、
※
１
）

の
導
入

Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
、※

２
）
の
活
用

テ
レ
ワー

ク
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

は
ん
こレ

ス
（
庁
内
、庁

外
の
決
裁
を

とも
に
含

む
）

キ
ャッ
シ
ュ

レ
ス

当
て
は
ま

る
も
の
は

な
い

 問
11

経
験
し
た
業
務
（
現
在
従
事
し
て
い
る
も
の
も
含
む
）
の
う
ち
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
新
た
に
活
用
し
た
い
も
の

は
あ
り
ま
す
か
。

合
計

あ
る

な
い

 問
12

自
治
体
業
務
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
す
か
。
当
て

は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

既
存
の
住
民
サ
ー

ビス
を
改
善
で
き
る

住
民
に
新
しい

サ
ー

ビス
を
創
出
で
き
る

職
員
の
働
きや

す
さが

向
上
す
る

庁
内
業
務
を
効

率
化
で
き
る

その
他

特
に
イメ

ー
ジ

は
な
い

扱
い
に
くい

 問
13

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す

べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

事
前
検
討

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
解

決
で
き
る
課
題

の
発
見
等
）

計
画
立
案
（
合

意
形
成
や
予
算

の
確
保
等
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の

条
例
・規

則
の

影
響
調
査

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
仕
様
検

討
・調

達
（
仕
様
書

の
作
成
等
）

導
入
（
シ
ス
テ
ム

の
設
計
や
デ
ー
タ

移
行
、Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ

イト
の
構
築
等
）

運
用
（
サ
ー
ビス

の
継
続
や
法
制
度

改
正
対
応
等
）

業
務

経
験
は

な
い

  
 

問
5_

2
こ
れ
ま
で
に
経
験
さ
れ
た
所
管
業
務
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ

い
。
ま
た
そ
の
中
か
ら
、
現
在
の
所
管
業
務
を
１
つ
お
選
び
く
だ
さ
い
。
／
現
在
の
所
管
業
務

合
計

情
報
シ
ス
テム

商
工

観
光

農
林
水
産

都
市
建
設

上
下
水
道

環
境
整
備

子
育
て
支
援

総
務

財
務

政
策
企
画

議
会
事
務
局

教
育
委
員
会

防
災

その
他
行
政
委
員
会
（
監
査
委
員
事
務

局
や
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
な
ど）

保
健
福
祉

窓
口

税
務
窓
口

住
民
窓
口

会
計
窓
口

その
他

問
6

役
職
は
い
ず
れ
で
す
か
。

 
合
計

部
長
級

課
長
級

課
長
補
佐
級

係
長
（
主
査
）
級

主
任
級

係
員
（
主
事
）
級

 問
7

あ
な
た
は
仕
事
に
お
い
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
意
識
し
て
い
ま
す
か
。

合
計

意
識
して

い
る

や
や
意
識
して

い
る

どち
らで

も
な
い

あ
ま
り意

識
して

い
な
い

意
識
して

い
な
い

 問
8
公
務
員
の
仕
事
に
総
じ
て
満
足
し
て
い
ま
す
か
。

合
計

満
足
して

い
る

や
や
満
足
して

い
る

どち
らで

も
な
い

あ
ま
り満

足
して

い
な
い

満
足
して

い
な
い

 問
9

日
々
の
業
務
に
お
い
て
、
以
下
の
観
点
は
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

合
計

既
存
の
住
民
サ

ー
ビス

の
改
善

住
民
に
新
しい

サ
ー
ビス

の
創
出

職
員
の
働
きや

す
さの

向
上

庁
内
業
務
の
効

率
化

その
他

い
ず
れ
も
意
識
し

て
い
な
い

問
10

_1
次
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
／
お
勤
め
の

自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
い
る

合
計

行
政
手
続

の
オ
ンラ

イ
ン化

Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロボ

テ
ィッ
ク・

プ
ロセ

ス・
オ
ー
トメ

ー
シ
ョ

ン、
※
１
）
の
導
入

Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
、※

２
）
の
活
用

テ
レ
ワ

ー
ク

ペ
ー
パ

ー
レ
ス

は
ん
こレ

ス
（
庁

内
、庁

外
の
決
裁

を
とも

に
含
む
）

キ
ャッ

シ
ュレ

ス

当
て
は
ま

る
も
の
は

な
い
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問
17

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
能
力
・
知
識
を
お
持
ち
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

基
礎
的
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
リテ
ラシ

ー
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
・

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の

利
用
等
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専

門
知
識
・ス

キ
ル
（
プ
ログ

ラミ
ング

等
）

組
織
内
で
導

入
され

て
い
る

シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
知
識

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

活
用
に
関
わ

る
法
律
・条

例
等
の
知
識

情
報
セ
キ
ュリ
テ

ィに
関
す
る
知

識

組
織
内
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
を

意
識
付
け
る

コー
チ
ング

能
力

新
た
な
分
野
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
発

案
で
き
る
発
想
力

業
者
との

調
整

能
力

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導

入
まで

の
庁

内
調
整
能

力

仕
様
書
・資

料
作
成
能

力

専
門
家
との

コネ
クシ

ョン

既
存
・導

入
済

の
シ
ス
テム

を応
用
して

業
務
に

活
用
す
る能

力

その
他

特
に
能
力
・

知
識
は
な
い

 問
18

ま
た
、
そ
の
う
ち
特
に
得
意
な
も
の
一
つ
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

基
礎
的
な
Ｉ
Ｃ

Ｔ
リテ
ラシ

ー
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
・

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の

利
用
等
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専

門
知
識
・ス

キ
ル
（
プ
ログ

ラミ
ング

等
）

組
織
内
で
導

入
され

て
い
る

シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
知
識

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

活
用
に
関
わ

る
法
律
・条

例
等
の
知
識

情
報
セ
キ
ュリ
テ

ィに
関
す
る
知

識

組
織
内
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
を

意
識
付
け
る

コー
チ
ング

能
力

新
た
な
分
野
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
発

案
で
き
る
発
想
力

業
者
との

調
整

能
力

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導

入
まで

の
庁

内
調
整
能

力

仕
様
書
・資

料
作
成
能

力

専
門
家
との

コネ
クシ

ョン

既
存
・導

入
済

の
シ
ス
テム

を応
用
して

業
務
に

活
用
す
る能

力

その
他
）

特
に
得
意
な

も
の
は
な
い

 問
19

特
に
得
意
な
情
報
分
野
の
能
力
・
知
識
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
ほ
し
い
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の

す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

給
与
に
反
映
して

ほ
しい

ス
キ
ル
を
評
価
で
き
る
人
事

制
度
を設

計
して

ほ
しい

ス
キ
ル
を
活
か
せ
る部

署
・仕

事
へ
の

異
動
を実

現
させ

て
ほ
しい

その
他

特
に
な
し

 

問
14

お
勤
め
先
の
自
治
体
で
（
合
同
研
修
所
等
含
む
）、

過
去
に
以
下
の
研
修
を
受
講
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

 問
15

以
前
勤
務
さ
れ
て
い
た
民
間
企
業
で
、
以
下
の
研
修
を
受
講
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
当
て
は

ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

 問
16

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
す
る
業
務
を
任
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

合
計

簡
単

や
や
簡
単

普
通

や
や
難
しい

難
しい

事
前
検
討
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
解
決
で
き
る課

題
の
発
見
等
）

計
画
立
案
（
合
意
形
成
や
予
算
の
確
保
等
）

仕
様
検
討
・調

達
（
関
連
条
例
・規

則
の
影
響
調
査
・改

正
や
仕
様
書
の
作
成
［
外
部
に
委
託
す
る場

合
］
等
）

導
入
（
シ
ス
テ
ム
の
設
計
や
デ
ー
タ移

行
、Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イト

の
構
築
等
）

運
用
（
サ
ー
ビス

の
継
続
や
法
制
度
改
正
対
応
等
）

  
 

合
計

デ
ー
タ

分
析

研
修

セ
キ
ュリ

テ
ィ研

修

デ
ザ
イン

思
考
研
修

（
ユ
ー
ザ
ー
を意

識
した

本
質
的
な
問
題
解
決

手
法
）

情
報
化

研
修

（
Ｏ
Ａ

研
修

等
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ

る
業
務
改

善
方
法

（
問
題
解

決
や
課
題

解
決
等
）

の
研
修

ア
ジ
ャイ
ル
研
修
（
ア

ジ
ャイ

ル
は
素
早
い
を

意
味
し、

計
画
と設

計
、開

発
、テ

ス
トの

プ
ロセ

スを
小
さな

サ
イク

ル
で
繰
り返

す
こ

と）

シ
ス

テ
ム

調
達

導
入

研
修

その 他

受
講
し

た
こと
は

な
い

合
計

デ
ー

タ分 析
研

修

セ
キ
ュリ

テ
ィ研

修

デ
ザ
イン

思
考
研
修

（
ユ
ー
ザ
ー
を意

識
し

た
本
質
的
な
問
題
解

決
手
法
）

情
報
化

研
修

（
Ｏ
Ａ

研
修

等
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ

る
業
務
改
善

方
法
（
問

題
解
決
や

課
題
解
決

等
）
の
研
修

ア
ジ
ャイ
ル
研
修
（
ア

ジ
ャイ

ル
は
素
早
い
を

意
味
し、

計
画
と設

計
、開

発
、テ

ス
トの

プ
ロセ

ス
を
小
さな

サ
イク

ル
で
繰
り返

す
こと
）

シ
ス

テ
ム

調
達

導
入

研
修

その 他

受
講
し

た
こと
は

な
い
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問
24

不
足
し
て
い
る
能
力
・
知
識
に
つ
い
て
、
今
後
会
得
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

合
計

強
く会

得
した

い
と思

う
会
得
した

い
と思

う
会
得
した

い
と思

わ
な
い

全
く会

得
した

い
と思

わ
な
い

 問
25

ど
の
よ
う
な
理
由
で
不
足
し
て
い
る
能
力
・
知
識
を
会
得
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る

も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

人
事
評
価
に
影

響
す
るた

め
報
酬
に
影
響

す
る
た
め

首
長
の
方
針
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
が
位
置

付
け
られ

て
い
るた

め

職
場
の
方
針
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
が
位
置
付
け
ら

れ
て
い
るた

め
研
修
の
影
響

自
分
の
市
場
価

値
を
高
め
た
い
か

ら

今
の
業
務
に

役
立
つ
か
ら

今
後
必
要
に
な

る
と思

うか
ら

職
場
外
か
ら

の
影
響

その
他

 問
26

今
後
ど
の
よ
う
に
状
況
が
変
わ
れ
ば
、
不
足
し
て
い
る
能
力
・
知
識
を
会
得
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

人
事
評
価
に
影

響
す
る
場
合

報
酬
に
影

響
す
る
場

合

首
長
の
方
針
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
が
位
置

付
け
られ

場
合

職
場
の
方
針
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
が
位
置
付
け
ら

れ
た
場
合

研
修
の
影
響

自
分
の
市
場
価

値
を
高
め
る必

要
が
で
て
き
た
場
合

今
の
業
務
に

役
立
つ
とわ

か
った

場
合

異
動
の
際
に
配
慮

して
も
らえ

るよ
うに

な
った

場
合

今
後
必
要

に
な
る
と感

じた
場
合

職
場
外
か
らの

影
響

その
他

  
 

問
20

職
場
環
境
な
ど
で
、
求
め
て
い
る
も
の
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ

さ
い
。

合
計

柔
軟
な
働
き
方

（
テ
レワ

ー
ク・
フ

レ
ック
ス
タイ

ム
制

等
）
を導

入
・許

可
して

ほ
しい

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い

た
業
務
改
善
を

進
め
て
ほ
しい

ハ
イス

ペ
ック
の
Ｐ

Ｃ
を
配
布
して

ほ
しい

イン
ター

ネ
ット
に

自
由
に
ア
クセ

ス
で
きる

よう
に
して

ほ
しい

業
務
で
必
要
な

デ
ー
タに

つ
い
て

は
、広

範
な
ア
ク

セ
ス
権
を
認
め
て

ほ
しい

自
身
の
スキ

ル
形

成
に
繋
が
る
機

会
を
与
え
て
ほ
し

い

フィ
ー
ドバ

ック
の

機
会
を増

や
して

ほ
しい

庁
内
で
の
意
思

決
定
に
携
わ
らせ

て
ほ
しい

興
味
の
あ
る
仕

事
に
従
事
で
き
る

よ
うに

して
ほ
しい

上
司
とし
て
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
理

解
の
あ
る
人
材
を

配
置
して

ほ
しい

その
他

特
に
な
し

問
21

現
在
何
ら
か
の
Ｉ
Ｔ
資
格
を
お
持
ち
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

Ｉ
Ｔ
パ
スポ

ー
ト（

初
級

シ
ス
ア
ド）

基
本
情
報

技
術
者

情
報
セ
キ
ュリ
テ

ィマ
ネ
ジ
メン

ト
応
用
情
報

技
術
者

ネ
ット
ワ
ー
クス

ペ
シ
ャリ
ス
ト

情
報
処
理
安
全
確

保
支
援
士
（
登
録

セ
キ
スペ

）

Ａ
Ｗ
Ｓ
認
定
各

種

Ｍ
Ｃ
Ｐ
（
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ

ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
認
定
プ
ロフ

ェッ
シ
ョナ
ル
）
各
種

その
他

保
有
す
るＩ

Ｔ
資
格
は
な
い

問
22

Ｉ
Ｔ
資
格
を
お
持
ち
で
あ
る
こ
と
は
、
職
場
に
て
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

合
計

全
庁
的
に
共
有
して

い
る

部
署
内
で
の
み
共
有
して

い
る

上
司
に
の
み
共
有
して

い
る

共
有
して

い
な
い

問
23

業
務
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
能
力
・
知
識
が
不
足
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

基
礎
的
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
リテ
ラシ

ー
（
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ
・Ｅ

ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
の
利
用

等
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専

門
知
識
・ス
キ

ル
（
プ
ログ

ラミ
ング

等
）

組
織
内
で
導

入
され

て
い
る

シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
知
識

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

活
用
に
関
わ
る

法
律
・条

例
等
の
知
識

情
報
セ
キ
ュリ

テ
ィに
関
す
る

知
識

組
織
内
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
を

意
識
付
け
る
コ

ー
チ
ング

能
力

新
た
な
分
野

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

導
入
を発

案
で
きる

発
想
力

業
者
との

調
整
能
力

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

ま
で
の
庁
内
調

整
能
力

仕
様
書
・資

料
作
成
能
力

専
門
家
との

コ
ネ
クシ

ョン

既
存
・導

入
済
の
シ
ス
テム

を
応
用
して

業
務
に
活
用
す
る

能
力

その
他

不
足
（
必
要

と）
して

い
る

能
力
・知

識
は

な
い
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問
6

役
職
は
い
ず
れ
で
す
か
。

合
計

部
長
級

課
長
級

課
長
補
佐
級

係
長
（
主
査
）
級

主
任
級

係
員
（
主
事
）
級

61
1

1
6

17
21

15
10
0.
0

1.
6

1.
6

9.
8

27
.9

34
.4

24
.6

 問
7

あ
な
た
は
仕
事
に
お
い
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
意
識
し
て
い
ま
す
か
。

合
計

意
識
して

い
る

や
や
意
識
して

い
る

どち
らで

も
な
い

あ
ま
り意

識
して

い
な
い

意
識
して

い
な
い

61
23

23
7

8
0

10
0.
0

37
.7

37
.7

11
.5

13
.1

0.
0

 問
8
公
務
員
の
仕
事
に
総
じ
て
満
足
し
て
い
ま
す
か
。

合
計

満
足
して

い
る

や
や
満
足
して

い
る

どち
らで

も
な
い

あ
ま
り満

足
して

い
な
い

満
足
して

い
な
い

61
11

24
10

11
5

10
0.
0

18
.0

39
.3

16
.4

18
.0

8.
2

 問
9

日
々
の
業
務
に
お
い
て
、
以
下
の
観
点
は
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

合
計

庁
内
業
務
の
効

率
化

既
存
の
住
民
サ

ー
ビス

の
改
善

職
員
の
働
きや

す
さの

向
上

住
民
に
新
しい

サ
ー
ビス

の
創
出

その
他

い
ず
れ
も
意
識
し

て
い
な
い

61
51

37
43

11
5

2
10
0.
0

83
.6

60
.7

70
.5

18
.0

8.
2

3.
3

 問
10

_1
次
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
／
お
勤
め
の
自
治

体
で
導
入
さ
れ
て
い
る

合
計

ペ
ー
パ

ー
レ
ス

テ
レ
ワー

ク

行
政
手
続

の
オ
ンラ

イ
ン化

は
ん
こレ

ス
（
庁

内
、庁

外
の
決
裁

を
とも

に
含
む
）

キ
ャッ
シ

ュレ
ス

Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロボ

テ
ィッ
ク・

プ
ロセ

ス・
オ
ー
トメ

ー
シ
ョ

ン、
※
１
）
の
導
入

Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
、※

２
）
の
活
用

当
て
は
ま

る
も
の
は

な
い

61
16

25
32

9
12

14
5

10
10
0.
0

26
.2

41
.0

52
.5

14
.8

19
.7

23
.0

8.
2

16
.4

 問
10

_2
次
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
／
お
勤
め
の
自
治

体
に
導
入
し
て
ほ
し
い

合
計

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

テ
レ
ワー

ク

行
政
手
続

の
オ
ンラ

イ
ン化

は
ん
こレ

ス
（
庁

内
、庁

外
の
決
裁

を
とも

に
含
む
）

キ
ャッ
シ

ュレ
ス

Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロボ

テ
ィッ
ク・

プ
ロセ

ス・
オ
ー
トメ

ー
シ
ョ

ン、
※
１
）
の
導
入

Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
、※

２
）
の
活
用

当
て
は
ま

る
も
の
は

な
い

61
38

24
22

44
27

33
38

4
10
0.
0

62
.3

39
.3

36
.1

72
.1

44
.3

54
.1

62
.3

6.
6

問
10

_3
次
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。
／
自
身
で
導
入
や

検
討
に
携
わ
っ
た

合
計

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

テ
レ
ワー

ク

行
政
手
続

の
オ
ンラ

イ
ン化

は
ん
こレ

ス
（
庁

内
、庁

外
の
決
裁

を
とも

に
含
む
）

キ
ャッ
シ

ュレ
ス

Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロボ

テ
ィッ
ク・

プ
ロセ

ス・
オ
ー
トメ

ー
シ
ョ

ン、
※
１
）
の
導
入

Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
、※

２
）
の
活
用

当
て
は
ま

る
も
の
は

な
い

61
7

4
7

3
3

4
2

49
10
0.
0

11
.5

6.
6

11
.5

4.
9

4.
9

6.
6

3.
3

80
.3

  
 

集
計

結
果

（
周

辺
自

治
体

職
員

）

数
値
回
答

（
N

A
）、

自
由
回
答

（
FA

）
は

、
省
略

し
て
掲

載
。

 
 問

１
 あ

な
た

の
年

齢
に

つ
い

て
ご

回
答

く
だ

さ
い

。
合
計

１
０
代

２
０
代

３
０
代

４
０
代

５
０
代

６
０
代
以
上

合
計

 問
２

 勤
務

先
の

自
治

体
は

ど
ち

ら
の

都
県

に
あ

り
ま

す
か

。

合
計

東
京
都
（
多
摩
・島

しょ
地
域
）

東
京
都
（
特
別
区
）

埼
玉
県

千
葉
県

神
奈
川
県

茨
城
県

合
計

61
0

2
54

1
4

0
10
0.
0

0.
0

3.
3

88
.5

1.
6

6.
6

0.
0

 問
３

ど
ち

ら
の

区
市

町
村

に
勤

務
し

て
い

ま
す

か
。

（
省
略
）

 
問

４
民

間
企

業
で

の
勤

務
経

験
は

あ
り

ま
す

か
。

合
計

な
い

あ
る
（
Ｉ
Ｔ
企
業
、も

しく
は
、Ｉ

Ｔ
部
門

で
の
勤
務
経
験
が
あ
る
）

あ
る
（
Ｉ
Ｔ
企
業
、も

しく
は
、Ｉ

Ｔ
部
門
で
の
勤
務

経
験
は
な
い
）

61
4

20
37

10
0.
0

6.
6

32
.8

60
.7

 問
５

_1
こ

れ
ま

で
に

経
験

さ
れ

た
所

管
業

務
に

つ
い

て
、

当
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

を
お

選
び

く
だ

さ
い

。
ま

た
そ

の
中

か
ら

、
現

在
の

所
管

業
務

を
１

つ
お

選
び

く
だ

さ
い

。
／

こ
れ

ま
で

に
経

験
さ

れ
た

所
管

業
務

合
計

情
報
シ
ス
テム

商
工

観
光

農
林
水
産

都
市
建
設

上
下
水
道

61
11

6
6

2
18

3
10
0.
0

18
.0

9.
8

9.
8

3.
3

29
.5

4.
9

環
境
整
備

子
育
て
支
援

総
務

財
務

政
策
企
画

議
会
事
務
局

教
育
委
員
会

6
7

15
7

5
1

19
9.
8

11
.5

24
.6

11
.5

8.
2

1.
6

31
.1

防
災

その
他
行
政
委
員
会
（
監
査
委
員
事
務

局
や
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
な
ど）

保
健
福

祉
窓
口

税
務
窓
口

住
民
窓
口

会
計
窓
口

その
他

3
3

19
13

9
2

18
4.
9

4.
9

31
.1

21
.3

14
.8

3.
3

29
.5

 問
5_

2
こ

れ
ま

で
に

経
験

さ
れ

た
所

管
業

務
に

つ
い

て
、

当
て

は
ま

る
も

の
す

べ
て

を
お

選
び

く
だ

さ
い

。
ま

た
そ

の
中

か
ら

、
現

在
の

所
管

業
務

を
１

つ
お

選
び

く
だ

さ
い

。
／

現
在

の
所

管
業

務
合
計

情
報
シ
ス
テム

商
工

観
光

農
林
水
産

都
市
建
設

上
下
水
道

61
4

0
3

0
12

0
10
0.
0

6.
6

0.
0

4.
9

0.
0

19
.7

0.
0

環
境
整
備

子
育
て
支
援

総
務

財
務

政
策
企
画

議
会
事
務
局

教
育
委
員
会

2
1

10
1

2
0

9
3.
3

1.
6

16
.4

1.
6

3.
3

0.
0

14
.8

防
災

その
他
行
政
委
員
会
（
監
査
委
員
事
務

局
や
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
な
ど）

保
健
福

祉
窓
口

税
務
窓
口

住
民
窓
口

会
計
窓
口

その
他

2
1

5
1

1
0

7
3.
3

1.
6

8.
2

1.
6

1.
6

0.
0

11
.5

資料編

資
料
編
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問
16

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
す
る
業
務
を
任
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

合
計

簡
単

や
や
簡
単

普
通

や
や
難
しい

難
しい

事
前
検
討
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
解
決
で
き
る課

題
の
発
見
等
）

61
2

11
18

18
12

10
0.
0

3.
3

18
.0

29
.5

29
.5

19
.7

計
画
立
案
（
合
意
形
成
や
予
算
の
確
保
等
）

61
0

3
12

20
26

10
0.
0

0.
0

4.
9

19
.7

32
.8

42
.6

仕
様
検
討
・調

達
（
関
連
条
例
・規

則
の
影
響
調
査
・改

正
や

仕
様
書
の
作
成
［
外
部
に
委
託
す
る場

合
］
等
）

61
0

2
6

26
27

10
0.
0

0.
0

3.
3

9.
8

42
.6

44
.3

導
入
（
シ
ス
テ
ム
の
設
計
や
デ
ー
タ移

行
、Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イト

の
構

築
等
）

61
0

1
8

25
27

10
0.
0

0.
0

1.
6

13
.1

41
.0

44
.3

運
用
（
サ
ー
ビス

の
継
続
や
法
制
度
改
正
対
応
等
）

61
1

6
16

19
19

10
0.
0

1.
6

9.
8

26
.2

31
.1

31
.1

 問
17

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
能
力
・
知
識
を
お
持
ち
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

基
礎
的
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
リテ
ラシ

ー
（
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ
・Ｅ

ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
の
利
用

等
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専

門
知
識
・ス
キ

ル
（
プ
ログ

ラミ
ング

等
）

組
織
内
で
導

入
され

て
い
る

シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
知
識

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

活
用
に
関
わ
る

法
律
・条

例
等
の
知
識

情
報
セ
キ
ュリ

テ
ィに
関
す
る

知
識

組
織
内
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
を

意
識
付
け
る
コ

ー
チ
ング

能
力

50
6

27
5

29
5

50
82
.0

9.
8

44
.3

8.
2

47
.5

8.
2

82
.0

新
た
な
分
野

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

導
入
を発

案
で
きる

発
想
力

業
者
との

調
整
能
力

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

ま
で
の
庁
内
調

整
能
力

仕
様
書
・資

料
作
成
能
力

専
門
家
との

コ
ネ
クシ

ョン

既
存
・導

入
済
の
シ
ス
テム

を
応
用
して

業
務
に
活
用
す
る

能
力

その
他

特
に
能
力
・知

識
は
な
い

7
14

10
8

2
12

0
10

11
.5

23
.0

16
.4

13
.1

3.
3

19
.7

0.
0

16
.4

 問
18

ま
た
、
そ
の
う
ち
特
に
得
意
な
も
の
一
つ
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

基
礎
的
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
リテ
ラシ

ー
（
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ
・Ｅ

ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
の
利
用

等
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専

門
知
識
・ス
キ

ル
（
プ
ログ

ラミ
ング

等
）

組
織
内
で
導

入
され

て
い
る

シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
知
識

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

活
用
に
関
わ
る

法
律
・条

例
等
の
知
識

情
報
セ
キ
ュリ

テ
ィに
関
す
る

知
識

組
織
内
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
を

意
識
付
け
る
コ

ー
チ
ング

能
力

61
30

2
5

0
5

0
10
0.
0

49
.2

3.
3

8.
2

0.
0

8.
2

0.
0

新
た
な
分
野

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

導
入
を発

案
で
きる

発
想
力

業
者
との

調
整
能
力

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

ま
で
の
庁
内
調

整
能
力

仕
様
書
・資

料
作
成
能
力

専
門
家
との

コ
ネ
クシ

ョン

既
存
・導

入
済
の
シ
ス
テム

を
応
用
して

業
務
に
活
用
す
る

能
力

その
他

特
に
得
意
な

も
の
は
な
い

1
3

3
1

0
1

0
10

1.
6

4.
9

4.
9

1.
6

0.
0

1.
6

0.
0

16
.4

  
 

問
11

経
験
し
た
業
務
（
現
在
従
事
し
て
い
る
も
の
も
含
む
）
の
う
ち
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
新
た
に
活
用
し
た
い
も
の

は
あ
り
ま
す
か
。

合
計

あ
る

な
い

61
42

19
10
0.
0

68
.9

31
.1

 問
12

自
治
体
業
務
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
す
か
。
当
て

は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

既
存
の
住
民
サ
ー
ビス

を
改
善
で
き
る

住
民
に
新
しい

サ
ー
ビス

を
創
出
で
き
る

職
員
の
働
きや

す
さが

向
上
す
る

庁
内
業
務
を
効

率
化
で
き
る

その
他

特
に
イメ

ー
ジ
は
な
い

扱
い

に
くい

61
38

25
50

54
4

0
10

10
0.
0

62
.3

41
.0

82
.0

88
.5

6.
6

0.
0

16
.4

 問
13

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す

べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

事
前
検
討

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
解

決
で
き
る
課
題

の
発
見
等
）

計
画
立
案

（
合
意
形

成
や
予
算
の

確
保
等
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関

連
の
条
例
・

規
則
の
影
響

調
査

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
仕
様

検
討
・調

達
（
仕
様
書
の
作

成
等
）

導
入
（
シ
ス
テ
ム
の

設
計
や
デ
ー
タ移

行
、Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イト

の
構
築
等
）

運
用
（
サ
ー
ビス

の
継
続
や
法
制
度
改

正
対
応
等
）

業
務

経
験

は
な

い

61
15

10
3

7
16

15
35

10
0.
0

24
.6

16
.4

4.
9

11
.5

26
.2

24
.6

57
.4

 問
14

お
勤
め
先
の
自
治
体
で
（
合
同
研
修
所
等
含
む
）、

過
去
に
以
下
の
研
修
を
受
講
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

  問
15

以
前
勤
務
さ
れ
て
い
た
民
間
企
業
で
、
以
下
の
研
修
を
受
講
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る

も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

  
 

合
計

デ
ー

タ分 析
研

修

セ
キ
ュ

リテ
ィ

研
修

デ
ザ
イン

思
考
研
修

（
ユ
ー
ザ
ー
を意

識
した

本
質
的
な
問
題

解
決
手
法
）

情
報
化

研
修

（
Ｏ
Ａ

研
修

等
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ

る
業
務
改
善

方
法
（
問

題
解
決
や
課

題
解
決

等
）
の
研
修

ア
ジ
ャイ
ル
研
修
（
アジ

ャイ
ル
は
素
早
い
を意

味
し、

計
画
と設

計
、

開
発
、テ

ス
トの

プ
ロセ

ス
を
小
さな

サ
イク

ル
で

繰
り返

す
こと
）

シ
ス
テ
ム

調
達
導

入
研
修

その 他

受
講
し

た
こと
は

な
い

61
5

34
1

18
5

0
4

2
20

10
0.
0

8.
2

55
.7

1.
6

29
.5

8.
2

0.
0

6.
6

3.
3

32
.8

合
計

デ
ー

タ分 析
研

修

セ
キ

ュリ
テ

ィ研 修

デ
ザ
イン

思
考
研
修

（
ユ
ー
ザ
ー
を意

識
した

本
質
的
な
問
題

解
決
手
法
）

情
報
化

研
修

（
Ｏ
Ａ

研
修

等
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ

る
業
務
改
善

方
法
（
問

題
解
決
や

課
題
解
決

等
）
の
研
修

ア
ジ
ャイ
ル
研
修
（
ア

ジ
ャイ

ル
は
素
早
い
を

意
味
し、

計
画
と設

計
、開

発
、テ

ス
トの

プ
ロセ

ス
を
小
さな

サ
イク

ル
で
繰
り返

す
こと
）

シ
ス
テ
ム

調
達
導
入

研
修

その
他

受
講

した
こ

とは な
い

24
1

7
2

3
2

0
1

0
16

10
0.
0

4.
2

29
.2

8.
3

12
.5

8.
3

0.
0

4.
2

0.
0

66
.7
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問
23

業
務
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
能
力
・
知
識
が
不
足
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

基
礎
的
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
リテ
ラシ

ー
（
Ｗ
ｏ
ｒ

ｄ
・Ｅ

ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
の
利
用

等
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
専

門
知
識
・ス
キ

ル
（
プ
ログ

ラミ
ング

等
）

組
織
内
で
導

入
され

て
い
る

シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
知
識

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

活
用
に
関
わ
る

法
律
・条

例
等
の
知
識

情
報
セ
キ
ュリ

テ
ィに
関
す
る

知
識

組
織
内
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
を

意
識
付
け
る
コ

ー
チ
ング

能
力

61
9

42
23

43
15

33
10
0.
0

14
.8

68
.9

37
.7

70
.5

24
.6

54
.1

新
た
な
分
野

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

導
入
を発

案
で
きる

発
想
力

業
者
との

調
整
能
力

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

ま
で
の
庁
内
調

整
能
力

仕
様
書
・資

料
作
成
能
力

専
門
家
との

コ
ネ
クシ

ョン

既
存
・導

入
済
の
シ
ス
テム

を
応
用
して

業
務
に
活
用
す
る

能
力

その
他

不
足
（
必
要

と）
して

い
る

能
力
・知

識
は

な
い

37
24

33
34

30
25

0
0

60
.7

39
.3

54
.1

55
.7

49
.2

41
.0

0.
0

0.
0

 問
24

不
足
し
て
い
る
能
力
・
知
識
に
つ
い
て
、
今
後
会
得
し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

合
計

強
く会

得
した

い
と思

う
会
得
した

い
と思

う
会
得
した

い
と思

わ
な
い

全
く会

得
した

い
と思

わ
な
い

61
10

46
5

0
10
0.
0

16
.4

75
.4

8.
2

0.
0

 問
25

ど
の
よ
う
な
理
由
で
不
足
し
て
い
る
能
力
・
知
識
を
会
得
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る

も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

人
事
評
価
に
影

響
す
るた

め
報
酬
に
影
響

す
る
た
め

首
長
の
方
針
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
が
位
置
付
け
られ

て
い
るた

め

職
場
の
方
針
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
が
位
置
付
け
られ

て
い
る
た
め

研
修
の

影
響

自
分
の
市
場
価

値
を
高
め
た
い
か

ら
56

1
0

0
2

0
16

10
0.
0

1.
8

0.
0

0.
0

3.
6

0.
0

28
.6

今
の
業
務
に
役

立
つ
か
ら

今
後
必
要
に
な

る
と思

うか
ら

職
場
外
か
ら

の
影
響

その
他

29
49

2
3

51
.8

87
.5

3.
6

5.
4

 問
26

今
後
ど
の
よ
う
に
状
況
が
変
わ
れ
ば
、
不
足
し
て
い
る
能
力
・
知
識
を
会
得
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

人
事
評
価
に
影

響
す
る
場
合

報
酬
に
影
響
す
る

場
合

首
長
の
方
針
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
が
位
置

付
け
られ

場
合

職
場
の
方
針
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
が
位
置

付
け
られ

た
場
合

研
修
の
影
響

自
分
の
市
場
価

値
を
高
め
る必

要
が
で
て
き
た
場
合

5
1

2
1

3
1

1
10
0.
0

20
.0

40
.0

20
.0

60
.0

20
.0

20
.0

今
の
業
務
に

役
立
つ
とわ

か
った

場
合

異
動
の
際
に
配
慮

して
も
らえ

るよ
うに

な
った

場
合

今
後
必
要
に
な
る

と感
じた

場
合

職
場
外
か
らの

影
響

その
他

2
0

4
1

0
40
.0

0.
0

80
.0

20
.0

0.
0

  
 

問
19

特
に
得
意
な
情
報
分
野
の
能
力
・
知
識
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
ほ
し
い
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の

す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

給
与
に
反
映
して

ほ
し

い
ス
キ
ル
を
評
価
で
き
る
人
事
制
度
を
設

計
して

ほ
しい

ス
キ
ル
を
活
か
せ
る部

署
・仕

事
へ

の
異
動
を
実
現
させ

て
ほ
しい

その
他

特
に
な
し

51
13

18
23

3
17

10
0.
0

25
.5

35
.3

45
.1

5.
9

33
.3

問
20

職
場
環
境
な
ど
で
、
求
め
て
い
る
も
の
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ

さ
い
。

合
計

柔
軟
な
働
き
方

（
テ
レワ

ー
ク・
フ

レ
ック
ス
タイ

ム
制

等
）
を導

入
・許

可
して

ほ
しい

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た

業
務
改
善
を
進

め
て
ほ
しい

ハ
イス

ペ
ック
の
Ｐ

Ｃ
を
配
布
して

ほ
しい

イン
ター

ネ
ット
に

自
由
に
ア
クセ

ス
で
きる

よう
に
して

ほ
しい

業
務
で
必
要
な

デ
ー
タに

つ
い
て

は
、広

範
な
ア
ク

セ
ス
権
を
認
め
て

ほ
しい

自
身
の
スキ

ル
形

成
に
繋
が
る
機

会
を
与
え
て
ほ
し

い

61
30

37
28

27
24

19
10
0.
0

49
.2

60
.7

45
.9

44
.3

39
.3

31
.1

フィ
ー
ドバ

ック
の

機
会
を増

や
して

ほ
しい

庁
内
で
の
意
思

決
定
に
携
わ
らせ

て
ほ
しい

興
味
の
あ
る
仕

事
に
従
事
で
き
る

よ
うに

して
ほ
しい

上
司
とし
て
、Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
理

解
の
あ
る
人
材
を

配
置
して

ほ
しい

その
他

特
に
な
し

6
5

23
13

5
4

9.
8

8.
2

37
.7

21
.3

8.
2

6.
6

問
21

現
在
何
ら
か
の
Ｉ
Ｔ
資
格
を
お
持
ち
で
す
か
。
当
て
は
ま
る
も
の
す
べ
て
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

合
計

Ｉ
Ｔ
パ
スポ

ー
ト（

初
級
シ
スア

ド）
基
本
情
報

技
術
者

情
報
セ
キ
ュリ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メン

ト
応
用
情
報

技
術
者

ネ
ット
ワ
ー
クス

ペ
シ
ャリ
ス
ト

情
報
処
理
安
全
確
保
支

援
士
（
登
録
セ
キ
ス
ペ
）

61
4

3
3

2
1

1
10
0.
0

6.
6

4.
9

4.
9

3.
3

1.
6

1.
6

Ａ
Ｗ
Ｓ
認

定
各
種

Ｍ
Ｃ
Ｐ
（
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ

ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
認
定
プ
ロ

フェ
ッシ

ョナ
ル
）
各
種

その
他

保
有
す
るＩ

Ｔ
資

格
は
な
い

0
0

2
54

0.
0

0.
0

3.
3

88
.5

問
22

Ｉ
Ｔ
資
格
を
お
持
ち
で
あ
る
こ
と
は
、
職
場
に
て
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

合
計

全
庁
的
に
共
有
して

い
る

部
署
内
で
の
み
共
有
して

い
る

上
司
に
の
み
共
有
して

い
る

共
有
して

い
な
い

7
3

1
0

3
10
0.
0

42
.9

14
.3

0.
0

42
.9
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事
例
調
査

実
施
概
要

事
例
調
査
の
実
施
先
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

ヒ
ア

リ
ン

グ
先

組
織

名
区

分
実

施
方

法
実

施
日

長
野

県
自

治
体

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
20

21
年

10
月

27
日

会
津

若
松

市
自

治
体

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
20

21
年

８
月

18
日

千
葉

市
自

治
体

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
20

21
年

10
月

27
日

金
沢

市
自

治
体

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
20

21
年

11
月

４
日

ヤ
マ

ト
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
株

式
会

社
民

間
企

業
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

20
21

年
８

月
26

日

エ
ン

・
ジ

ャ
パ

ン
株

式
会

社
民

間
企

業
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

20
21

年
７

月
30

日

地
方

公
共

団
体

情
報

シ
ス

テ
ム

機
構

（
J-

LI
S）

国
と

地
方

公
共

団
体

が
共

同
で

管
理

す
る

法
人

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
20

21
年

11
月

22
日

 

有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

実
施
概
要

有
識
者
・
関
係
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
調
査
の
方
向
性
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結

果
に
関
す
る
示
唆
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
以
下
の
と
お
り
実
施
し
た
。

 

有
識

者
実

施
日

獨
協

大
学

法
学

部
総

合
政

策
学

科
大

谷
 基

道
教

授
20

21
年

7
月

7
日

青
山

学
院

大
学

経
営

学
部

経
営

学
科

山
本

寛
教

授
20

21
年

8
月

25
日

デ
ジ

タ
ル

リ
テ

ラ
シ

ー
協

議
会

20
21

年
９

月
13

日

   

資料編

資
料
編

177




